
(様式第 10) 

千 大 総 第 ３ ３ ０ 号  

平成２９年９月２６日  

  厚生労働大臣        殿 

 

国立大学法人千葉大学長       

德 久 剛 史 (印)  

 

 

千葉大学医学部附属病院の業務に関する報告について 

 

 標記について、医療法（昭和 23 年法律第 205 号）第 12 条の 3 第 1 項及び医療法施行規則（昭和 23

年厚生省令第 50 号）第 9 条の 2 の 2 の第 1 項の規定に基づき、平成 28 年度の業務に関して報告しま

す。 

記 

1 開設者の住所及び氏名 

 住   所 〒263-8522 千葉市稲毛区弥生町1-33 

 氏   名  国立大学法人千葉大学 

(注) 開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には

法人の名称を記入すること。 

 

2 名  称 

 千葉大学医学部附属病院 

 

3 所在の場所 

〒260-8677 千葉市中央区亥鼻1-8-1 

                                  電話(043)222－7171 

 

4 診療科名 

4-1 標榜する診療科名の区分 

1 医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜 

2 医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、が

ん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以

上の診療科名を標榜 
(注) 上記のいずれかを選択し、番号に○印を付けること。 

 

4-2 標榜している診療科名 

(1)内科 

内科 有 ・ 無 

 内科と組み合わせた診療科名等 

  1呼吸器内科         2消化器内科           3循環器内科          4腎臓内科           

  5神経内科           6血液内科             7内分泌内科          8代謝内科           

  9感染症内科         10アレルギー疾患内科またはアレルギー科     11リウマチ科 

 診療実績 

 

 

 

(注) 1 「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名の番号に〇印を付

けること。 

 2 「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していな

い診療科がある場合、その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載す

ること。 



(2)外科 

外科 有 ・ 無 

 外科と組み合わせた診療科名 

  1呼吸器外科           2消化器外科          3乳腺外科           4心臓外科           

  5血管外科             6心臓血管外科        7内分泌外科         8小児外科 

 診療実績 

 

 

 

(注) 1 「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名の番号に〇印を付け

ること。 

2 「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外

科」「血管外科」「心臓血管外科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科が

ある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を記載すること（「心臓血管外科」を標榜し

ている場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして差し支えないこ

と）。 

 

(3)その他の標榜していることが求められる診療科名 

 1精神科  2小児科  3整形外科  4脳神経外科  5皮膚科  6泌尿器科  7産婦人科 

 8産科    9婦人科  10眼科     11耳鼻咽喉科  12放射線科  13放射線診断科   

14放射線治療科  15麻酔科  16救急科 

 (注） 標榜している診療科名の番号に〇印を付けること。 

 

(4)歯科 

歯科 有 ・ 無 

歯科と組み合わせた診療科名 

  1小児歯科   2矯正歯科  3口腔外科 

 歯科の診療体制 

 

 

 

(注) 1 「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名の番

号に〇印を付けること。 

2 「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜し

ている診療科名として「歯科」を含まない病院については記入すること。 

 

(5)(1)～(4)以外でその他に標榜している診療科名 

 1 呼吸器科  2 心療内科 3 リハビリテーション科  4 循環器科 5 形成外科  6 病理診断科   

 7 歯科口腔外科  8          9        10         11         12          13       14 

 15          16         17          18          19           20          21 

 (注) 標榜している診療科名について記入すること。 

 

5 病床数 

 精 神     感染症     結 核     療 養     一 般      合 計  

 45 床 5 床 0 床 0 床 800 床 850 床 

 

 

 

 

 

 

 



6 医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数 

  職  種  常 勤  非常勤  合 計   職  種  員 数   職   種 員 数 

 医  師        248 人  493 人 592.5 人  看 護 補 助 者          93 人 診療エックス線

技師 

   0 人 

 歯 科 医 師         8 人 23 人 27.6 人  理 学 療 法 士          25 人 臨床 

 

検査 

臨床検査技

師 

  80 人 

 薬 剤 師         51 人   20 人  66.9 人  作 業 療 法 士           12 人 衛生検査技

師 

   0 人 

 保 健 師          0 人   0 人   0.0 人  視 能 訓 練 士            6 人 そ の 他          0 人 

 助 産 師         50 人    0 人  50.0 人  義 肢 装 具 士            0 人 あん摩マッサージ指圧師    1 人 

 看 護 師       937 人   41 人 971.2 人  臨 床 工 学 士   19 人 医療社会事業従

事者 

  11 人 

 准 看 護 師          1 人   1 人   2.0 人  栄  養  士            0 人 その他の技術員          92 人 

 歯科衛生士     1 人    3 人   4.0 人  歯 科 技 工 士           0 人 事 務 職 員         327 人 

 管理栄養士     8 人   6 人  14.0 人  診療放射線技師    48 人 その他の職員          45 人 

 (注) 1 報告書を提出する年度の 10 月１日現在の員数を記入すること。 

    2 栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。 

     3 「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した      

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 2 位を切り捨て、小数点以下 1 位まで算出して記入

すること。それ以外の欄には、それぞれの員数の単純合計員数を記入すること。 

 

7  専門の医師数                        

専門医名 人 数 専門医名 人 数 

総合内科専門医 47 人 眼 科 専 門 医 15 人 

外 科 専 門 医 72 人 耳鼻咽喉科専門医 14 人 

精 神 科 専 門 医 7 人 放射線科専門医 13 人 

小 児 科 専 門 医 15 人 脳神経外科専門医 13 人 

皮 膚 科 専 門 医 10 人 整形外科専門医 21 人 

泌尿器科専門医 11 人 麻 酔 科 専 門 医 18 人 

産婦人科専門医 20 人 救 急 科 専 門 医 13 人 

  合 計 289 人 

(注) 1 報告書を提出する年度の 10 月１日現在の員数を記入すること。 

2 人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した       

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 1 位を切り捨て、整数で算出して記入すること。 

 

8 管理者の医療に係る安全管理の業務の経験 

管理者名（山本 修一） 任命年月日 平成 26 年 4 月 1 日、平成 29 年 4 月 1 日再任 

平成 26 年 4 月 1 日就任前 

・経験なし 

平成 29 年 4 月 1 日再任前（Ｈ28.6.10 医療法施行規則改正後） 

・医療の質・安全管理委員会委員長（平成 26 年 4 月 1 日～） 

 

 

 

  



9 前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数 

  歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数 

   歯 科 等 以 外   歯 科 等   合   計 

 １日当たり平均入院患者数          639人                13人             652人 

 １日当たり平均外来患者数              2,059人                79人            2,138人 

 １日当たり平均調剤数                                            入院： 868剤  外来： 48剤 

必要医師数 183人  

必要歯科医師数 6人  

必要薬剤師数 22人  

必要（准）看護師数 398人  

（注)1 「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯 

科等以外」欄にはそれ以外の診療料を受診した患者数を記入すること。 

  2 入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の 24 時現在の在院患者数の合計)を暦

日で除した数を記入すること。 

  3 外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除

した数を記入すること。 

  4 調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した

数を記入すること。 

     5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法

施行規則第二十二条の二の算定式に基づき算出すること。 

 

 

 

10 施設の構造設備 

 施 設 名  床面積  主要構造       設    備    概    要 

集中治療室 

 

 

374.75m 2 

 

 

鉄筋コンク

リート 

 

   病 床 数   22床  心  電  計  ○有・無 

   人工呼吸装置  ○有・無  心細動除去装置  ○有・無 

   その他の救急蘇生装置  ○有・無  ペースメーカー  ○有・無 

無菌病室等 

 

［固定式の場合］ 床面積      507m 2      病床数       40床 

［移動式の場合］ 台 数       2台 

医 薬 品 

情報管理室 

［専用室の場合］ 床  積    85.71m 2 

［共用室の場合］ 共用する室名 

化学検査室   403 m 2 鉄筋コン

クリート 

（主な設備）検体搬送システム、生化学用自動分析装置、化

学発光法測定装置、酸素免疫法測定装置、血液

ガス分析装置、HbA1c分析装置、赤血球沈降速

度分析装置、電気泳動分析装置、超低温保冷庫

（ディープフリーザー） 

細菌検査室    80 m 2 鉄筋コン

クリート 

（主な設備）細菌同定・薬剤感受性分析装置、抗酸菌培養検

査装置、自動染色装置、血液培養自動分析装置

、細菌同定用質量分析装置、顕微鏡（蛍光を含

む）、安全キャビネット 

病理検査室 408 m 2 鉄筋コン

クリート 

  （主な設備）自動包埋装置、組織切片薄切装置、自動染色 

装置、自動免疫染色装置、凍結切片薄切装置、

パラフィン包埋機 

病理解剖室    74 m 2 鉄筋コン

クリート 

  （主な設備）解剖台、切出台、固定槽、撮影装置 

研 究 室 718 m 2 鉄筋コン

クリート 

  （主な設備）パソコン、近赤外光イメージング装置、 

       脳波計等 

講 義 室 736.01m 2 鉄筋コン

クリート 

   室数      4 室  収容定員      504 人 

図 書 室  160.5 m 2 鉄筋コン

クリート 

   室数      5 室  蔵 書 数   17,150 冊程度 



 (注) 1 主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。 

  2 主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。 

11 紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値 

紹 介 率 85．8 ％ 逆 紹 介 率  78.5％ 

算

出

根

拠 

Ａ：紹 介 患 者 の 数                                                      19,046人 

Ｂ：他の病院又は診療所に紹介した患者の数                                   18,884人 

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数                                    1,602人 

Ｄ：初 診 の 患 者 の 数                                                      24,058人 

(注) 1 「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入する

こと。 

2  「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入すること。 

3 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。 

 

 

 

12 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

宮坂 信之 東京医科歯科

大学名誉教授 

○ 医療安全識見者

かつ病院管理経

験者 

有・無 １ 

手島 英男 税理士法人千

葉中央会計事

務所長 

 医療を受ける者 有・無 ２ 

中谷 晴昭 千葉大学理事  医療及び臨床研

究に関する学識

経験者 

有・無 ３ 

後藤 弘子 千葉大学大学

院社会科学研

究院教授 

 法律学専門家 有・無 １ 

岩間 厚志 千葉大学大学

院医学研究院

教授 

 千葉大学学術研

究推進機構研究

活動適正推進部

門研究活動適正

推進部会副部会

長 

有・無 ３ 

矢島 鉄也 千葉県病院事

業管理者 

 病院管理経験者 有・無 ３ 

藤原 康弘 国立研究開発

法人国立がん

研究センター

中央病院副院

長 

 臨床研究識見者 有・無 ３ 

花輪 正明 塩野義製薬株

式会社薬事部

長 

 臨床研究識見者 有・無 ３ 

齋藤 宏暢 第一三共株式

会社研究開発

本部オンコロ

ジー臨床開発

部長 

 臨床研究識見者 有・無 ３ 



井上 安 独立行政法人

中小企業基盤

整備機構関東

本部千葉大亥

鼻イノベーシ

ョンプラザチ

ーフインキュ

ベーションマ

ネージャー 

 臨床研究識見者 有・無 ３ 

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 

 

13 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況 

委員名簿の公表の有無 有・無 

委員の選定理由の公表の有無 有・無 

公表の方法 

本学ホームページ及び本院ホームページにて、設置規程及び委員名簿（選定理由についても記載

有）、監査結果報告書を掲載している。 

 

 

 

 



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

0人　

17人　

0人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

末梢血単核球移植による血管再生治療

神経変性疾患の遺伝子診断

(2)（他の保険医療機関に対して検体の採取以外の業務を委託して実施する保険医療機関）
急性リンパ性白血病細胞の免疫遺伝子再構成を利用した定量的PCR法による骨髄微小残存病変（MRD)量の測定

（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

0人　

3人　

6人　

0人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

先　進　医　療　の　種　類   

NKT細胞を用いた免疫療法　肺がん

ペメトレキセド静脈内投与及びシスプラチン静脈内投与の併用療法

NKT細胞を用いた免疫療法　頭頸部扁平上皮がん

放射線照射前に大量メトトレキサート療法を行った後のテモゾロミド内服投与及び放射線治療の併
用療法並びにテモゾロミド内服投与の維持療法

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



3　その他の高度の医療

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

高度の医療の提供の実績

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

（様式第2）



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 34 56 ベーチェット病 333
2 筋萎縮性側索硬化症 64 57 特発性拡張型心筋症 197
3 脊髄性筋萎縮症 34 58 肥大型心筋症 243
4 原発性側索硬化症 1 59 拘束型心筋症 1
5 進行性核上性麻痺 45 60 再生不良性貧血 142
6 パーキンソン病 600 61 自己免疫性溶血性貧血 70
7 大脳皮質基底核変性症 32 62 発作性夜間ヘモグロビン尿症 7
8 ハンチントン病 12 63 特発性血小板減少性紫斑病 320
9 神経有棘赤血球症 0 64 血栓性血小板減少性紫斑病 11
10 シャルコー・マリー・トゥース病 36 65 原発性免疫不全症候群 32
11 重症筋無力症 507 66 IgＡ 腎症 54
12 先天性筋無力症候群 0 67 多発性嚢胞腎 7
13 多発性硬化症／視神経脊髄炎 481 68 黄色靱帯骨化症 80

14
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運

動ニューロパチー
126 69 後縦靱帯骨化症 467

15 封入体筋炎 14 70 広範脊柱管狭窄症 9
16 クロウ・深瀬症候群 52 71 特発性大腿骨頭壊死症 74
17 多系統萎縮症 48 72 下垂体性ADH分泌異常症 156
18 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 225 73 下垂体性TSH分泌亢進症 7
19 ライソゾーム病 18 74 下垂体性PRL分泌亢進症 13
20 副腎白質ジストロフィー 5 75 クッシング病 43
21 ミトコンドリア病 10 76 下垂体性ゴナドトロピン分泌亢進症 22
22 もやもや病 78 77 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 135
23 プリオン病 1 78 下垂体前葉機能低下症 490
24 亜急性硬化性全脳炎 0 79 家族性高コレステロール血症（ホモ接合体） 272
25 進行性多巣性白質脳症 4 80 甲状腺ホルモン不応症 0
26 HTLV-1関連脊髄症 50 81 先天性副腎皮質酵素欠損症 11
27 特発性基底核石灰化症 1 82 先天性副腎低形成症 0
28 全身性アミロイドーシス 14 83 アジソン病 14
29 ウルリッヒ病 0 84 サルコイドーシス 998
30 遠位型ミオパチー 1 85 特発性間質性肺炎 369
31 ベスレムミオパチー 0 86 肺動脈性肺高血圧症 239
32 自己貪食空胞性ミオパチー 0 87 肺静脈閉塞症／肺毛細血管腫症 1
33 シュワルツ・ヤンペル症候群 0 88 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 171
34 神経線維腫症 62 89 リンパ脈管筋腫症 12
35 天疱瘡 46 90 網膜色素変性症 957
36 表皮水疱症 1 91 バッド・キアリ症候群 7
37 膿疱性乾癬（汎発型） 42 92 特発性門脈圧亢進症 22
38 スティーヴンス・ジョンソン症候群 17 93 原発性胆汁性肝硬変 420
39 中毒性表皮壊死症 2 94 原発性硬化性胆管炎 51
40 高安動脈炎 105 95 自己免疫性肝炎 425
41 巨細胞性動脈炎 25 96 クローン病 375
42 結節性多発動脈炎 74 97 潰瘍性大腸炎 793
43 顕微鏡的多発血管炎 181 98 好酸球性消化管疾患 59
44 多発血管炎性肉芽腫症 103 99 慢性特発性偽性腸閉塞症 6
45 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 51 100 巨大膀胱短小結腸腸管蠕動不全症 0
46 悪性関節リウマチ 95 101 腸管神経節細胞僅少症 1
47 バージャー病 181 102 ルビンシュタイン・テイビ症候群 1
48 原発性抗リン脂質抗体症候群 10 103 CFC症候群 1
49 全身性エリテマトーデス 1305 104 コステロ症候群 1
50 皮膚筋炎／多発性筋炎 342 105 チャージ症候群 0
51 全身性強皮症 384 106 クリオピリン関連周期熱症候群 1
52 混合性結合組織病 198 107 全身型若年性特発性関節炎 10
53 シェーグレン症候群 1328 108 TNF受容体関連周期性症候群 1
54 成人スチル病 27 109 非典型溶血性尿毒症症候群 2
55 再発性多発軟骨炎 16 110 ブラウ症候群 0

高度の医療の提供の実績

4　指定難病についての診療

（様式第2）



高度の医療の提供の実績

4　指定難病についての診療

（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
111 先天性ミオパチー 7 161 家族性良性慢性天疱瘡 4
112 マリネスコ・シェーグレン症候群 0 162 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 122
113 筋ジストロフィー 93 163 特発性後天性全身性無汗症 8
114 非ジストロフィー性ミオトニー症候群 2 164 眼皮膚白皮症 2
115 遺伝性周期性四肢麻痺 1 165 肥厚性皮膚骨膜症 1
116 アトピー性脊髄炎 0 166 弾性線維性仮性黄色腫 4
117 脊髄空洞症 69 167 マルファン症候群 31
118 脊髄髄膜瘤 10 168 エーラス・ダンロス症候群 11
119 アイザックス症候群 4 169 メンケス病 1
120 遺伝性ジストニア 1 170 オクシピタル・ホーン症候群 0
121 神経フェリチン症 0 171 ウィルソン病 15
122 脳表ヘモジデリン沈着症 0 172 低ホスファターゼ症 0

123
禿頭と変形性脊椎症を伴う常染色体劣性

白質脳症
0 173 VATER症候群 4

124
皮質下梗塞と白質脳症を伴う常染色体優

性脳動脈症
0 174 那須・ハコラ病 1

125
神経軸索スフェロイド形成を伴う遺伝性び

まん性白質脳症
0 175 ウィーバー症候群 0

126 ペリー症候群 0 176 コフィン・ローリー症候群 0
127 前頭側頭葉変性症 2 177 有馬症候群 0
128 ビッカースタッフ脳幹脳炎 0 178 モワット・ウィルソン症候群 0
129 痙攣重積型（二相性）急性脳症 0 179 ウィリアムズ症候群 3
130 先天性無痛無汗症 0 180 ＡＴＲ－Ｘ症候群 0
131 アレキサンダー病 0 181 クルーゾン症候群 8
132 先天性核上性球麻痺 0 182 アペール症候群 5
133 メビウス症候群 1 183 ファイファー症候群 4
134 中隔視神経形成異常症/ドモルシア症候群 0 184 アントレー・ビクスラー症候群 0
135 アイカルディ症候群 2 185 コフィン・シリス症候群 0
136 片側巨脳症 1 186 ロスムンド・トムソン症候群 0
137 限局性皮質異形成 0 187 歌舞伎症候群 0
138 神経細胞移動異常症 5 188 多脾症候群 1
139 先天性大脳白質形成不全症 1 189 無脾症候群 0
140 ドラベ症候群 1 190 鰓耳腎症候群 1
141 海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん 0 191 ウェルナー症候群 12
142 ミオクロニー欠神てんかん 0 192 コケイン症候群 2
143 ミオクロニー脱力発作を伴うてんかん 2 193 プラダー・ウィリ症候群 4
144 レノックス・ガストー症候群 7 194 ソトス症候群 1
145 ウエスト症候群 26 195 ヌーナン症候群 0
146 大田原症候群 0 196 ヤング・シンプソン症候群 0
147 早期ミオクロニー脳症 0 197 １p36欠失症候群 0
148 遊走性焦点発作を伴う乳児てんかん 0 198 ４p欠失症候群 0
149 片側痙攣・片麻痺・てんかん症候群 0 199 ５p欠失症候群 1
150 環状20番染色体症候群 0 200 第14番染色体父親性ダイソミー症候群 0
151 ラスムッセン脳炎 0 201 アンジェルマン症候群 5
152 ＰＣＤＨ19関連症候群 0 202 スミス・マギニス症候群 0
153 難治頻回部分発作重積型急性脳炎 0 203 22q11.2欠失症候群 4

154
徐波睡眠期持続性棘徐波を示すてんかん

性脳症
0 204 エマヌエル症候群 0

155 ランドウ・クレフナー症候群 2 205 脆弱Ｘ症候群関連疾患 0
156 レット症候群 4 206 脆弱X症候群 1
157 スタージ・ウェーバー症候群 8 207 総動脈幹遺残症 0
158 結節性硬化症 19 208 修正大血管転位症 0
159 色素性乾皮症 4 209 完全大血管転位症 1
160 先天性魚鱗癬 9 210 単心室症 0



高度の医療の提供の実績

4　指定難病についての診療

（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数

211 左心低形成症候群 1 259
レシチンコレステロールアシルトランスフェ

ラーゼ欠損症
0

212 三尖弁閉鎖症 4 260 シトステロール血症 0
213 心室中隔欠損を伴わない肺動脈閉鎖症 0 261 タンジール病 0
214 心室中隔欠損を伴う肺動脈閉鎖症 0 262 原発性高カイロミクロン血症 2
215 ファロー四徴症 15 263 脳腱黄色腫症 0
216 両大血管右室起始症 5 264 無βリポタンパク血症 0
217 エプスタイン病 2 265 脂肪萎縮症 7
218 アルポート症候群 1 266 家族性地中海熱 25
219 ギャロウェイ・モワト症候群 0 267 高ＩｇＤ症候群 0
220 急速進行性糸球体腎炎 53 268 中條・西村症候群 0

221 抗糸球体基底膜腎炎 0 269
化膿性無菌性関節炎・壊疽性膿皮症・アク

ネ症候群
21

222 一次性ネフローゼ症候群 0 270 慢性再発性多発性骨髄炎 0
223 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 8 271 強直性脊椎炎 27
224 紫斑病性腎炎 11 272 進行性骨化性線維異形成症 0
225 先天性腎性尿崩症 0 273 肋骨異常を伴う先天性側弯症 0
226 間質性膀胱炎（ハンナ型） 0 274 骨形成不全症 14
227 オスラー病 17 275 タナトフォリック骨異形成症 0
228 閉塞性細気管支炎 23 276 軟骨無形成症 9
229 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性） 3 277 リンパ管腫症/ゴーハム病 0
230 肺胞低換気症候群 12 278 巨大リンパ管奇形（頚部顔面病変） 0

231 α1－アンチトリプシン欠乏症 2 279
巨大静脈奇形（頚部口腔咽頭びまん性病

変）
0

232 カーニー複合 0 280 巨大動静脈奇形（頚部顔面又は四肢病変） 0
233 ウォルフラム症候群 0 281 クリッペル・トレノネー・ウェーバー症候群 6

234
ペルオキシソーム病（副腎白質ジストロ

フィーを除く。）
0 282 先天性赤血球形成異常性貧血 0

235 副甲状腺機能低下症 343 283 後天性赤芽球癆 6
236 偽性副甲状腺機能低下症 18 284 ダイアモンド・ブラックファン貧血 3
237 副腎皮質刺激ホルモン不応症 1 285 ファンコニ貧血 1
238 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 15 286 遺伝性鉄芽球性貧血 0
239 ビタミンＤ依存性くる病/骨軟化症 0 287 エプスタイン症候群 0
240 フェニルケトン尿症 2 288 自己免疫性出血病XIII 7
241 高チロシン血症1型 0 289 クロンカイト・カナダ症候群 5
242 高チロシン血症2型 0 290 非特異性多発性小腸潰瘍症 6
243 高チロシン血症3型 0 291 ヒルシュスプルング病（全結腸型又は小腸 42
244 メープルシロップ尿症 0 292 総排泄腔外反症 0
245 プロピオン酸血症 0 293 総排泄腔遺残 3
246 メチルマロン酸血症 11 294 先天性横隔膜ヘルニア 11
247 イソ吉草酸血症 0 295 乳幼児肝巨大血管腫 0
248 グルコーストランスポーター1欠損症 0 296 胆道閉鎖症 85
249 グルタル酸血症1型 0 297 アラジール症候群 1
250 グルタル酸血症2型 0 298 遺伝性膵炎 0
251 尿素サイクル異常症 1 299 嚢胞性線維症 0
252 リジン尿性蛋白不耐症 0 300 ＩｇＧ４関連疾患 33
253 先天性葉酸吸収不全 0 301 黄斑ジストロフィー 32
254 ポルフィリン症 0 302 レーベル遺伝性視神経症 2
255 複合カルボキシラーゼ欠損症 0 303 アッシャー症候群 0
256 筋型糖原病 0 304 若年発症型両側性感音難聴 0
257 肝型糖原病 6 305 遅発性内リンパ水腫 0

258
ガラクトース－１－リン酸ウリジルトランス

フェラーゼ欠損症
0 306 好酸球性副鼻腔炎 23



高度の医療の提供の実績

4　指定難病についての診療

（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
307 カナバン病 0 319 セピアプテリン還元酵素（ＳＲ）欠損症 0

308 進行性白質脳症 4 320
先天性グリコシルホスファチジルイノシトー

ル（GPI）欠損症
0

309 進行性ミオクローヌスてんかん 7 321 非ケトーシス型高グリシン血症 1
310 先天異常症候群 0 322 β―ケトチオラーゼ欠損症 0
311 先天性三尖弁狭窄症 0 323 芳香族L－アミノ酸脱炭酸酵素欠損症 0
312 先天性僧帽弁狭窄症 1 324 メチルグルタコン酸尿症 0
313 先天性肺静脈狭窄症 0 325 遺伝性自己炎症疾患 1
314 左肺動脈右肺動脈起始症 0 326 大理石骨病 0

315
ネイルパテラ症候群（爪膝蓋骨症候群）／Ｌ

ＭＸ１Ｂ関連腎症
0 327

特発性血栓症（遺伝性血栓性素因によるも
のに限る。）

0

316 カルニチン回路異常症 0 328 前眼部形成異常 0
317 三頭酵素欠損症 0 329 無虹彩症 2
318 シトリン欠損症 0 330 先天性気管狭窄症 0

（注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療科）

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

地域歯科診療支援病院歯科初診料 病棟薬剤業務実施加算２

歯科外来診療環境体制加算 データ提出加算2（イ）

歯科診療特別対応連携加算 退院支援加算２

特定機能病院入院基本料　一般病棟  7対1入院基本料 精神疾患診療体制加算

特定機能病院入院基本料　精神病棟  13対1入院基本料
特定集中治療室管理料４
特定集中治療室管理料　小児加算

超急性期脳卒中加算
総合周産期特定集中治療室管理料
　1　母体・胎児集中治療室管理料

診療録管理体制加算１
総合周産期特定集中治療室管理料
　2　新生児集中治療室管理料

医師事務作業補助体制加算１（75対1） 新生児治療回復室入院医療管理料

25対1急性期看護補助体制加算（看護補助者5割以上）
小児入院医療管理料２
小児入院医療管理料　注2の加算（プレイルーム加算）

看護職員夜間12対1配置加算１

療養環境加算 施設基準を満たしていれば届出の必要がない項目

重症者等療養環境特別加算 臨床研修病院入院診療加算（歯科診療以外）

無菌治療室管理加算1 臨床研修病院入院診療加算（歯科診療に限る）

無菌治療室管理加算2 救急医療管理加算

緩和ケア診療加算 妊産婦緊急搬送入院加算

精神科身体合併症管理加算 乳幼児加算・幼児加算

精神科リエゾンチーム加算 超重症児（者）入院診療加算・準超重症児（者）入院診療加算

摂食障害入院医療管理加算 小児療養環境特別加算

医療安全対策加算１ がん診療連携拠点病院加算

感染防止対策加算1
感染防止対策地域連携加算

患者サポート体制充実加算

褥瘡ハイリスク患者ケア加算

ハイリスク妊娠管理加算

ハイリスク分娩管理加算

総合評価加算

病棟薬剤業務実施加算１

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

ウイルス疾患指導料　注２の加算 国際標準検査管理加算

高度難聴指導管理料 遺伝カウンセリング加算

糖尿病合併症管理料 心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算

がん性疼痛緩和指導管理料
時間内歩行試験
シャトルウォーキングテスト

がん患者指導管理料１ 胎児心エコー法

がん患者指導管理料２ ヘッドアップティルト試験

がん患者指導管理料３ 長期継続頭蓋内脳波検査

外来緩和ケア管理料 神経学的検査

移植後患者指導管理料 1．臓器移植後の場合 補聴器適合検査

移植後患者指導管理料 2．造血幹細胞移植後の場合 ロービジョン検査判断料

糖尿病透析予防指導管理料 コンタクトレンズ検査料１

外来放射線照射診療料 小児食物アレルギー負荷検査

ニコチン依存症管理料 内服・点滴誘発試験

がん治療連携計画策定料
センチネルリンパ節生検（併用法）
乳がんセンチネルリンパ節加算１

肝炎インターフェロン治療計画料
センチネルリンパ節生検（単独法）
乳がんセンチネルリンパ節加算２

薬剤管理指導料 ＣＴ透視下気管支鏡検査加算

医療機器安全管理料１ 画像診断管理加算1

医療機器安全管理料２ 遠隔画像診断

歯科治療総合医療管理料（Ⅰ）及び（Ⅱ） ポジトロン断層撮影

在宅植込型補助人工心臓（非拍動流型）指導管理料 ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影

持続血糖測定器加算
皮下連続式グルコース測定

CT撮影及びMRI撮影
（CT 6件、MRI 5件）

在宅患者歯科治療総合医療管理料（Ⅰ）及び（Ⅱ） 冠動脈CT撮影加算

遺伝学的検査 心臓MRI撮影加算

ＨＰＶ核酸検出 乳房MRI撮影加算

ＨＰＶ核酸検出（簡易ジェノタイプ判定） 抗悪性腫瘍剤処方管理加算

検体検査管理加算（Ⅰ） 外来化学療法加算1

検体検査管理加算（Ⅳ） 無菌製剤処理料

高度の医療の提供の実績
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6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ）
心大血管疾患リハビリテーション料　初期加算

脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術

脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）
脳血管疾患等リハビリテーション料　初期加算

緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プレートのあるも
の））

運動器リハビリテーション料（Ⅰ）
運動器リハビリテーション料　初期加算

網膜付着組織を含む硝子体切除術（眼内内視鏡を用いるもの）

呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）
呼吸器リハビリテーション料　初期加算

網膜再建術

がん患者リハビリテーション料 内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型（拡大副鼻腔手術）

歯科口腔リハビリテーション料２
上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る）、
下顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る）

認知療法・認知行動療法1

上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る）
（歯科診療に係るものに限る）、
下顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る）
（歯科診療に係るものに限る）

認知療法・認知行動療法2
乳腺悪性腫瘍手術（乳頭乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴わないも
の）及び乳頭乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴うもの））

抗精神病特定薬剤治療指導管理料
（治療抵抗性統合失調症治療指導管理料）

ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後）

医療保護入院等診療料
肺悪性腫瘍手術（壁側・臓側胸膜全切除（横隔膜、心膜合併切除を伴う
もの））

処置の休日加算1、時間外加算1及び深夜加算1 同種死体肺移植術

処置の休日加算1、時間外加算1及び深夜加算1（歯科） 生体部分肺移植術

硬膜外自家血注入
経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの）（高速回転式アテレ
クトミーカテーテルによるもの）

エタノールの局所注入（甲状腺に対するもの） 経カテーテル大動脈弁置換術

エタノールの局所注入（副甲状腺に対するもの） 経皮的中隔心筋焼灼術

透析液水質確保加算2
ペースメーカー移植術及び
ペースメーカー交換術

磁気による膀胱等刺激法
両心室ペースメーカー移植術及び
両心室ペースメーカー交換術

ＣＡＤ／ＣＡＭ冠
植込型除細動器移植術及び
植込型除細動器交換術及び
経静脈電極抜去術

悪性黒色腫センチネルリンパ節加算
両室ﾍﾟｰｼﾝｸﾞ機能付き植込型除細動器移植術及び
両室ﾍﾟｰｼﾝｸﾞ機能付き植込型除細動器交換術

組織拡張器による再建手術（一連につき）
（乳房（再建手術）の場合に限る）

大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法）

骨移植術（軟骨移植術を含む）（同種骨移植（非生体）（同種骨移植
（特殊なものに限る）））

補助人工心臓

骨移植術（軟骨移植を含む）
（自家培養軟骨移植術に限る）

植込型補助人工心臓（非拍動流型）

腫瘍脊椎骨全摘術 腹腔鏡下胃縮小術（スリーブ状切除によるもの）

頭蓋骨形成手術（骨移動を伴うものに限る） 胃瘻造設術

脳刺激装置植込術(頭蓋内電極植込術を含む）
及び脳刺激装置交換術

胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除（葉以上）を伴うも
の）

高度の医療の提供の実績
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6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

体外衝撃波胆石破砕術 放射線治療専任加算

腹腔鏡下肝切除術 外来放射線治療加算

生体部分肝移植術 高エネルギー放射線治療

同種死体肝移植術 １回線量増加加算

体外衝撃波膵石破砕術 強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ）

腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術 画像誘導放射線治療（ＩＧＲＴ）

腹腔鏡下膵頭十二指腸切除術 体外照射呼吸性移動対策加算

早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術 直線加速器による定位放射線治療

体外衝撃波腎・尿管結石破砕術 定位放射線治療呼吸移動対策加算（その他のもの）

腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術
（内視鏡手術用支援機器を用いるもの）

画像誘導密封小線源治療加算

同種死体腎移植術 病理診断管理加算2

生体腎移植術 口腔病理診断管理加算2

膀胱水圧拡張術 クラウン・ブリッジ維持管理料

腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術

人工尿道括約筋植込・置換術 施設基準を満たしていれば届出の必要がない項目

腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術 悪性腫瘍特異物質治療管理料

腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術
（内視鏡手術用支援機器を用いるもの）

小児特定疾患カウンセリング料

手術の休日加算1、時間外加算1及び深夜加算1 小児科療養指導料

手術の休日加算1、時間外加算1及び深夜加算1（歯科） 外来栄養食事指導料

輸血管理料Ⅰ 入院栄養食事指導料

貯血式自己血輸血管理体制加算 集団栄養食事指導料

自己生体組織接着剤作成術
心臓ペースメーカー指導管理料
（植込型除細動器移行期加算）

人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算 小児悪性腫瘍患者指導管理料

胃瘻造設時嚥下機能評価加算 小児科外来診療料

広範囲顎骨支持型装置埋入手術 乳幼児育児栄養指導料

麻酔管理料（Ⅰ） 夜間休日救急搬送医学管理料

麻酔管理料（Ⅱ） 外来リハビリテーション診療料

高度の医療の提供の実績
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6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

生活習慣病管理料 上顎骨悪性腫瘍手術等

がん治療連携管理料 バセドウ甲状腺全摘（亜全摘）術（両葉）

認知症専門診断管理料 母指化手術等

造血器腫瘍遺伝子検査 内反足手術等

植込型心電図検査 食道切除再建術等

大腸CT撮影加算 同種腎移植術等

廃用症候群リハビリテーション料（Ⅰ）
胸腔鏡又は腹腔鏡を用いる手術（通則4に掲げる
手術を除く）

児童思春期精神科専門管理加算 ペースメーカー移植術

一酸化窒素吸入療法（新生児の低酸素性呼吸困難に対して実施するもの
に限る）

ペースメーカー交換術

経皮的冠動脈形成術 経皮的冠動脈形成術

経皮的冠動脈ステント留置術 経皮的冠動脈粥腫切除術

植込型心電図記録計移植術及び
植込型心電図記録計摘出術

経皮的冠動脈ステント留置術

経皮的大動脈遮断術 人工関節置換術

ダメージコントロール手術 乳児外科対象手術

頭蓋内腫瘤摘出術等 冠動脈及び大動脈バイパス移植術並びに体外循環を要する手術

黄斑下手術等

鼓室形成手術等

肺悪性腫瘍手術等

経皮的カテーテル心筋焼灼術

靭帯断裂形成手術等

水頭症手術等

鼻副鼻腔悪性腫瘍手術等

尿道形成手術等

角膜移植術

肝切除術等

子宮附属器悪性腫瘍手術等

上顎骨形成術等

高度の医療の提供の実績
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7　診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・ 　・

　・

　・

　・

　・ 　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・ 　・

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の
算定方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられ
た医療技術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

　・

　・

　・

(注） 　「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

剖検症例検討会：年間約３０回
臨床症例検討会：年間約９５回

剖　検　の　状　況

　・

　・

剖検症例数　　　44例　　　／　　剖検率        9.16%

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

（様式第2）



1  研究費補助等の実績

金   額

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委 　小計30

日本学術振興会
ラット脳性麻痺モデルを使ったプロゲステロンの脳障害回避効果の検証
と作用機序の解析

河原井　麗正 婦人科 2,080,000

血漿RNAはTLR3を介して妊娠高血圧症候群を惹起する 中田　恵美里 婦人科

網膜脈絡膜・視神経萎縮症に関する調査研究 山本　修一

1,950,000 日本学術振興会

卵巣明細胞腺癌のテロメラーゼ逆転写酵素の変異とビタミンA/Dの腫瘍
抑制効果

錦見　恭子 婦人科 2,340,000 日本学術振興会

子宮筋腫におけるミトコンドリア機能とエネルギー代謝経路に関する研究 石川　博士 婦人科 1,170,000 日本学術振興会

自然周期採卵における小卵胞由来卵子の由来推定とその有用性 田中　宏一 生殖医学 1,950,000 日本学術振興会

日本大学

血清microRNAプロファイルに基づく侵入奇胎の早期診断法確立・成立
機序の解明

碓井　宏和 生殖医学 1,560,000 日本学術振興会

日本学術振興会

肥満・インスリン抵抗性を標的にしたメトホルミンの子宮体癌予防にむけ
た臨床的研究

三橋　暁 生殖医学 1,820,000 日本学術振興会

日本学術振興会

多職種からなる周産期急変対応チームの育成システム構築に関する研
究

長田久夫 生殖医学 650,000

非侵襲性着床前遺伝子スクリーニングNIPGSをめざす探索研究 生水真紀夫 生殖医学 2,730,000

ゲノム・エピゲノム解析による子宮頸癌前駆病変（CIN)患者の子宮頸癌
発癌リスクの特定とそれに基づくCIN患者の個別化リスク低減法に関する
研究

三橋　暁 生殖医学 2,248,877

がん診療科データベースとJapanese National Cancer Database(JNCDB)
の運用と他がん登録との連携

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

100,000 厚生労働省眼科

早期糖代謝異常が動脈硬化に及ぼす影響に関する年代別検討 中込　敦士 800,000

トレーサビリティの確保された線源と画像誘導を利用した高線量率小線
源治療の標準化と高度化の研究

宇野　隆

肺・肝以外の諸臓器における定位放射線治療の効果と安全性の評価

質の高い放射線治療の普及と均てん化のための基盤研究

5,000,000

骨コラーゲンの質的要素を考慮した有限要素解析による骨強度測定法
の確立

松浦佑介 5,000,000

若年者の性腺被ばくに由来する任孕性の異常の解析と予防法の開発

ウエアラブル端末とクラウド型データベースによる次世代型データを用い
た腰痛病態・治療効果関連評価の再構築に関わる大規模縦断型調査

折田純久 16,500,000

宇野　隆 画像診断・放射線腫瘍学

整形外科

佐粧孝久

日本損害保険協会

日本学術振興会

日本学術振興会

日本整形外科学会

500,000

1,000,000

4次元MRIi画像から低ひばくの仮想4次元CTを作成する新たな画像融合
技術の開発

日本人の頭頸部癌患者におけるCetuximabを含む治療の観察研究

3D　MRI撮像法開発による新規子宮頸癌MRI/CT画像誘導小線源治療
の確立

整形外科

整形外科

整形外科

稲毛一秀

高分解拡散テンソル画像による外傷性脊髄神経根病変の可視化 金元洋人

週齢に応じたラット軟骨部分損傷の自然経過の差異を介入効果の指標と
する検討

日本学術振興会

循環器内科学
次世代シーケンサーを用いた重症心不全における左室逆リモデリング予
測因子の探索

小林　欣夫 3,880,000 日本学術振興会

心筋前駆細胞移植床による新生心筋の起源と分化・分裂・増殖因子の網
羅的解析

永井　敏雄 循環器内科学 6,500,000

日本学術振興会遺伝子導入血小板を用いた新規血管再生治療の開発 舘野　馨 循環器内科 4,940,000

急性心筋梗塞後の心不全発症・進展におけるIL-21の役割の解明 久保田　暁彦 循環器内科 1,000,000
（公財）土屋文化振
興財団

ちば県民保健予防
財団

循環器内科

宇野　隆

宇野　隆

宇野　隆

宇野　隆

画像診断・放射線腫瘍学

画像診断・放射線腫瘍学

画像診断・放射線腫瘍学

画像診断・放射線腫瘍学

画像診断・放射線腫瘍学

192,308

200,000

100,000

国立がん研究セン
ター

厚生労働省

150,000 山梨大学

日本医療研究機構

1,100,000

日本学術振興会

日本学術振興会

日本学術振興会滝嶋　葉月 放射線科 900,000

画像診断・放射線腫瘍学

1,200,000

渡辺　未歩

269,230
日本放射線腫瘍学
研究機構

閉経早期からの薬剤治療介入(SERM,ビタミンD)は筋内ビタミンD 受容体
数減少と筋質低下を抑制する

稲毛一秀 整形外科

整形外科

中冨健康科学振興
財団

MSD

1,500,000

骨粗鬆症患者に対する各骨粗鬆症薬投与がもたらす経時的変化に関す
る多施設登録制度の確立

（様式第3）
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岡本　美孝(代表)
花澤　豊行(分担)
櫻井　大樹(分担)

耳鼻咽喉科・頭頸部腫瘍学

耳鼻咽喉科・頭頸部腫瘍学 650,000

日本医療研究開発
機構

72,000 文部科学省

文部科学省

眼科
次世代シークエンサーを用いたわが国の網膜色素変性患者の遺伝子診
断システムの構築

山本　修一

去勢抵抗性前立腺癌(CRPC）における癌抑制型クラスタ―マイクロRNA
の機能解析と新規治療標的分子探索

網膜剥離に対するαβクリスタリンの視細胞保護効果 馬場　隆之

1,633,656

忍足　俊幸

ミュラー細胞におけるWRN遺伝子を介したアポトーシス制御機構 北橋　正康

神経保護合点眼による視神経挫滅モデル・NMDA投与

去勢抵抗性前立腺癌における機能性RNA分子経路の解明と革新的治
療法の開発

仲村和芳

EXiLE法を用いた舌下免疫療法の機序解明と奏効性予測バイオマー
カーの探索

岡本　美孝(分担)

去勢抵抗性前立腺癌における新規治療薬の治療効果比較解析

岡本　美孝(分担)

鼻粘膜を介したNKT細胞活性化による頭頸部癌に対するアジュバント療
法の開発

岡本　美孝(代表)
櫻井　大樹(分担)
福本　一郎(分担)

1,300,000

29,380,000

耳鼻咽喉科・頭頸部腫瘍学 900,000

重症好酸球性副鼻腔炎に対する新しい治療戦略

免疫療法による花粉症治療の新しい展開を目指した研究

耳鼻咽喉科・頭頸部腫瘍学 3,900,000

花澤　豊行(代表) 耳鼻咽喉科・頭頸部腫瘍学

眼科 1,000,000 文部科学省

國井　直樹(代表) 耳鼻咽喉・頭頸部外科 1,560,000

日本学術振興会

日本学術振興会

日本学術振興会

日本学術振興会

唾液腺癌に対するCAR発現T細胞とNKT細胞の併用による養子免疫療
法

頭頸部癌による腫瘍免疫抑制機構の解明と新規治療法の開発

眼科 1,400,000

眼科

耳鼻咽喉・頭頸部外科 1,820,000

櫻井　大樹(代表) 1,560,000

泌尿器科

文部科学省

耳鼻咽喉科・頭頸部腫瘍学

2,080,000アレルギー性鼻炎に対する光線力学的新治療法の開発 鈴木　猛司(代表)

市川智彦

リポソームとNKT細胞免疫系を用いたアレルギー性鼻炎の新規治療法 米倉　修二(代表)

泌尿器科

前立腺癌転移抑制型マイクロRNAが制御する細胞外マトリックス分子伝
達機構の解明

頭頸部扁平上皮癌の新規血清マーカ―開発 堅田　浩司(代表) 耳鼻咽喉科・頭頸部腫瘍学

機能性RNA活性化シグナル遮断による虚勢抵抗性前立腺癌新規治療法
の探索

五島悠介 泌尿器科

前立腺癌転移抑制型マイクロRNAが制御する細胞外マトリックス分子経
路の解明

耳鼻咽喉科・頭頸部腫瘍学

頭頸部扁平上皮癌におけるマイクロRNAを基点としたセツキシマブ効果
予測因子の探索

LOXL2/ITGB1分子経路遮断による治療抵抗性前立腺癌の転移抑制効
果の検証

2,860,000

腫瘍免疫の解析による頭頸部癌cetuximab療法の効果予測と効果増強
因子の検索研究課題

山﨑　一樹(代表) 耳鼻咽喉・頭頸部外科 1,560,000

頭頸部癌転移抑制型マイクロRNAが制御する細胞外マトリックスシグナル
機構の解明

福本　一郎(代表) 耳鼻咽喉・頭頸部外科

治療抵抗性頭頸部扁平上皮癌において活性化されている機能性RNA分
子経路の探索

吉川 直子(代表) 耳鼻咽喉・頭頸部外科 1,820,000

ダニ抗原特異的舌下免疫療法製剤の開発

T0-206第Ⅱ/Ⅲ相臨床試験-スギ花粉症患者を対象とした有効性及び安
全性の検討-

頭頚部癌患者に対するiNKT細胞療法、及び免疫療法の効果に影響す
る免疫応答の網羅の解析

岡本　美孝(代表) 耳鼻咽喉科・頭頸部腫瘍学 45,979

スギ花粉症における免疫療法の効果を予測するための生体由来因子の
測定

岡本　美孝(代表) 耳鼻咽喉科・頭頸部腫瘍学 2,677,497

3,171,057

加藤繭子

岡本　美孝(代表) 耳鼻咽喉科・頭頸部腫瘍学 810,000

岡本　美孝(代表) 耳鼻咽喉科・頭頸部腫瘍学

泌尿器科 日本学術振興会

新生児からの皮膚および腸管環境の整備に基づく吸入ｱﾚﾙｹﾞﾝ感作・ぜ
ん鳴・ぜん息発症の予防に関する研究

下条　直樹 小児科 2,063,070
環境再生
保全機構

泌尿器科 2,000,000

1,820,000

公益財団法人双葉
電子記念財団

尿流動態の３次元評価とナビゲーション開発

泌尿器科 日本学術振興会

300,000
公益財団法人猪之
鼻奨学会

1,820,000

2,080,000

黒住　顕

五島悠介

日本医療研究開発
機構

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

理化学研究所

塩野義製薬

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

鳥居製薬

鳥居製薬

1,040,000

文部科学省

文部科学省

1,430,000

1,820,000

今村有佑 泌尿器科

西川里佳 泌尿器科

6,500,000
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5,050,000麻酔・疼痛・緩和医療科磯野　史朗

麻酔・疼痛・緩和医療科

麻酔・疼痛・緩和医療科小見田　真理

周術期せん妄と睡眠時間の関連について

1,769,805

孫　慶淑

閉塞性睡眠時無呼吸患者の全身麻酔覚醒・抜管方法に関する研究

小胞体化学シャペロンによる吸入麻酔薬の神経毒性の制御

文部科学省

文部科学省

文部科学省

椎名明大 4,340,000
精神神経科

文部科学省

4,810,000

精神神経科

オミクス解析に基づくアレルギー発症機序の理解と
制御基板の構築

下条　直樹 9,500,000
日本医療研究開発
機構

小児科

アレルギー疾患の発症・病態に関わる皮膚・腸管の細菌・真菌叢の解析 下条　直樹 小児科 11,740,000
日本医療研究開発
機構

食物アレルギーの寛解誘導に関わるmicroRNAとその転写後制御の解析 下条　直樹 小児科 1,883,847
日本医療研究開発
機構

ヘッジホッグシグナル異常症に対するゲノム編集と先制医療 藤井　克則 小児科 1,400,000 日本学術振興会

オートファジーが胎児成長に及ぼす効果とその機序の解明 高谷　具純 小児科 1,200,000 日本学術振興会

巨脳症-毛細血管奇形症候群におけるP13K/AKT経路の網羅的解析と
その制御

塩濱　直 小児科 1,400,000 日本学術振興会

感覚ゲート機構不全に基づいた精神疾患の新規病態解析研究
精神神経科

文部科学省
こどものこころ診療部

新津富央 3,900,000

文部科学省

グリア細胞株由来神経栄養因子に基づく注意障害の病態解明に関する
研究

精神神経科

こどものこころ診療部
医療観察法における鑑定入院アウトカム指標の確立と検証に関する研究

古くて新しい革新的ADHD治療 -チペピジン-
精神神経科

こどものこころ診療部

措置入院後の支援体制に関する研究
精神神経科

厚生労働省
こどものこころ診療部

中里道子

文部科学省
こどものこころ診療部

中里道子 1,000,000

1,000,000

日本科学協会
こどものこころ診療部

血液バイオマーカーを用いたうつ病と双極性障害の鑑別補助診断法の
開発に関する研究

伊豫雅臣 精神神経科

研究代表者：橋本謙
二

こどものこころ診療部

うつ症状の神経基盤モデルに基づく診断・治療法の開発―皮質・側坐
核・中脳系への着目

伊豫雅臣

こどものこころ診療部

430,000

研究代表者：橋本謙
二

治療抵抗性統合失調症の治療手順の開発とiPS細胞を用いた創薬研究
精神神経科 4,000,000

こどものこころ診療部

文部科学省

精神神経科

ドパミン神経系の遺伝子多型セットの多様性と統合失調症薬物療法の個
別性に関する研究

椎名明大

1,000,000

精神神経科 （公財）先進医薬研
究振興財団こどものこころ診療部

こどものこころ診療部

精神神経科

小田靖典

青年期の発達障害者に対するグループ認知行動療法の就労支援効果
に関する検証

子どもの摂食障害、発達障害の脳ハビリテーション法の開発；認知特性と
神経基盤の解明

伊豫雅臣

精神神経科

こどものこころ診療部

精神神経科

電気けいれん療法のドパミン過感受性精神病に対する過感受性解除作
用の検討

こどものこころ診療部

癌特異的ペプチドを標的とした新規drug delivery systemの開発 丹沢　秀樹 歯科・顎・口腔外科 1,560,000

カテニンを介したカドヘリン複合体ならびにWnt経路の制御による癌転移
抑制剤の開発

丹沢　秀樹 歯科・顎・口腔外科 10,400,000

摂食障害の診療体制整備に関する研究

癌と周囲細胞に対するlong non codingRNAの作用と新規治療法の開発 椎葉　正史 歯科・顎・口腔外科 6,370,000 文部科学省

新規頭頸部癌分子標的治療薬セツキシマブの副作用軽減治療薬の開
発

鵜澤　一弘 歯科・顎・口腔外科 1,560,000

α１β1インテグリンを介した癌進展メカニズムの解明と増殖抑制法の開
発

小池　一幸 歯科・顎・口腔外科 1,690,000 文部科学省

脂肪由来幹細胞へのMyoD　family　遺伝子導入による筋の再生 坂本　洋右 歯科・顎・口腔外科 1,690,000 文部科学省

新規頭頸部癌分子標的治療薬セツキシマブに対する耐性機構の解明と
克服治療薬の開発

小河原　克訓 歯科・顎・口腔外科 6,110,000

1,730,614

α5β3インテグリンを介した癌進展メカニズムの解明と増殖抑制法の開
発

皆川　康之 歯科・顎・口腔外科 2,210,000

1,000,000

5,000,000

伊豫雅臣

佐々木　剛 800,000

橋本　佐 835,506

椎名明大 5,147,000

日本医療研究開発
機構

日本医療研究開発
機構

日本医療研究開発
機構

文部科学省

（公財）先進医薬研
究振興財団

文部科学省

厚生労働省

文部科学省

文部科学省

文部科学省
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自己免疫性肺胞蛋白症に対する酵母由来組換えGM-CSF吸入の多施
設共同医師主導治験

巽浩一郎

日本学術振興会

日本学術振興会

岩立　康男 脳神経外科

足立　明彦 脳神経外科

1,300,000

呼吸器内科

背景肺異常を有する肺癌の早期発見を目指した新たなスクリーニング方
法の開発

ちば県民保健予防
財団

3,700,000

中島崇裕 呼吸器外科 1,300,000

巽浩一郎

100,000

100,000

呼吸器内科田邉信宏

巽浩一郎 呼吸器内科 7,800,000

日本医療研究開発
機構
・（公財）木原記念
横浜生命科学振興
財団

津島健司 呼吸器内科 100,000

寺田二郎

1,000,000

睡眠時無呼吸患者の術前24時間血圧変動パタ

麻酔・疼痛・緩和医療科

岡崎　純子 麻酔・疼痛・緩和医療科

川田奈緒子

肺動脈性肺高血圧症モデルマウスにおける内皮間葉転換の肺血管リモ
デリングへの作用

西村倫太郎

巽浩一郎

大学の特色に適応可能な結核検診マトリックスの作成

呼吸における神経可塑性の役割－睡眠中の上気道開存について

肺高血圧症ラット肺移植モデルによる治療抵抗性血管病変の病態解明
及び創薬シーズ探索

坂尾誠一郎

伊狩潤

潤間励子

呼吸器内科

呼吸器内科

150,000

2,340,000

1,500,000呼吸器内科

呼吸器内科 1,300,000

呼吸器内科 1,430,000

呼吸器内科

呼吸器内科 100,000

日本医療研究開発
機構

厚生労働省

日本学術振興会

厚生労働省

780,000

マスク人工呼吸中の呼気時流量制限のメカニズム研究 雨宮　めぐみ

厚生労働省

有効性と安全性を維持した在宅呼吸管理の対面診療間隔決定と機器使
用のアドヒランスの向上を目指した遠隔モニタリングモデル構築を目指す
検討

疾患予後と医療の質の改善を目的とした多領域横断的な難治性肺高血
圧症症例登録研究

呼吸器内科

坂尾誠一郎 呼吸器内科 100,000

巽浩一郎 呼吸器内科 7,280,000

肺胞蛋白症、遺伝性間質性肺疾患に関する研究：重症難治化要因とそ
の克服

呼吸不全に関する調査研究

呼吸不全に関する調査研究

重症肺高血圧症に対するエビデンスを構築する新規戦略的研究

呼吸器内科

呼吸不全に関する調査研究

呼吸不全に関する調査研究

呼吸不全に関する調査研究

呼吸器内科

疾患予後と医療の質の改善を目的とした多領域横断的な難治性肺高血
圧症症例登録研究

日本学術振興会

日本学術振興会

日本学術振興会

日本学術振興会

200,000

日本学術振興会

文部科学省

厚生労働省

文部科学省

日本医療研究開発
機構

日本医療研究開発
機構

厚生労働省

厚生労働省

呼吸器内科 12,113,000

呼吸器内科

厚生労働省

150,000

300,000

300,000

巽浩一郎

日本学術振興会

呼吸器内科 1,950,000

寺田二郎

日本学術振興会

多田裕司

日本学術振興会

日本学術振興会

田邉信宏

厚生労働省

厚生労働省

巽浩一郎 呼吸器内科

呼吸器内科 1,300,000

慢性閉塞性肺疾患スクリーニングのための、依存症としての骨粗鬆症を
含むバイオマーカー探索研究

巽浩一郎

肺血管内皮系細胞における組織常在性幹/前駆細胞群の遺伝子発現解
析

慢性閉塞性肺疾患における呼気ガス分析

鈴木敏夫

肺動脈付着細胞を用いた慢性肺血栓塞栓症動物モデル確立と肺血管リ
モデリング機序解明

重城喬行 呼吸器内科 1,690,000

ちば県民保健予防
財団

呼吸器内科

703,908

1,510,232

1,170,000

呼吸不全に関する調査研究

官民共同による重篤副作用バイオマーカー開発

大学の特色に適応可能な結核検診マトリックスの作成 巽浩一郎

臨床検体を用いたプロテオミクスによる転移性骨腫瘍の分子背景の解明
と新規治療法開発

150,000

ICG結合ナノキャリアを用いた脳腫瘍の新規化学療法

COPD肺線維芽細胞における細胞外マイクロRNAの分泌機構およびそ
の機能の解析

小児呼吸器形成異常・低形成疾患に関する実態ならびに診療ガイドライ
ン作成に関する研究

照井慶太(分担） 小児外科 100,000 厚生労働省

多田裕司 呼吸器内科

重粒子線治療後の誘発腫瘍における新規原因遺伝子の模索
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神経変性疾患領域における基盤的調査研究

抗talin自己抗体を標的とした多発性硬化症の新規治療戦略

軸索興奮性測定・脳機能画像を用いた神経障害性疼痛の客観的総合評
価システムの確立

700,000

小児外科

800,000

500,000

視床下核脳深部刺激療法の高位排尿中枢への作用メカニズムの解明 山本達也 神経内科 500,000

タウオパチーにおけるタウ蛋白と脳機能の神経画像基盤研究 平野成樹 神経内科

日本学術振興会

日本学術振興会

神経内科

森　雅裕 神経内科 1,800,000

神経内科 60,500,000

免疫性ニューロパチーの治療反応性予測に基ずく有効な治療戦略の構
築

森　雅裕

ギラン・バレー症候群に対するエクリズマブの安全性と有効性を評価する
前向き・多施設共同・第II相試験

中枢神経炎症性脱髄疾患におけるペルオキシレドキシンを標的とした革
新的治療法開発

クロウ・深瀬症候群の病期・重症度分類の確立と重症化に関する病態研
究

三澤園子

桑原　聡

鵜沢顕之

エビデンスに基づいた神経免疫疾患の早期診断基準・重症度分類・治
療アルゴリズムの確立

桑原　聡 神経内科

900,000

桑原　聡
Crow-Fukase症候群に対するサリドマイドの有効性を検討するためのプラ
セボ対照二重盲検

桑原　聡 神経内科 1,000,000

日本学術振興会

日本学術振興会

900,000神経内科 日本学術振興会

700,000 厚生労働省

筋萎縮性側索硬化症の神経興奮性に着目した革新的治療法開発 澁谷和幹 神経内科 1,100,000 日本学術振興会

桑原　聡 神経内科 450,000 厚生労働省

運動失調班の医療基盤に関する調査研究 桑原　聡 神経内科 900,000 厚生労働省

スモンに関する調査研究班 山中義和 神経内科 1,000,000 厚生労働省

子宮頸がんワクチン接種後に生じた症状に関する治療法の確立と情報
提供についての研究

桑原　聡 神経内科 500,000 厚生労働省

神経疾患における免疫病態の解明と治療法開発に関する研究 桑原　聡 神経内科 700,000 厚生労働省

日本医療研究開発
機構

神経内科 3,082,731
日本医療研究開発
機構

800,000

桑原　聡 神経内科
日本医療研究開発
機構

桑原　聡 神経内科 300,000

重度嗅覚障害を呈するパーキンソン病を対象としたドネペジルの予後改
善効果に関する研究

山本達也 神経内科 600,000
日本医療研究開発
機構

視神経脊髄炎の再発に対するリツキシマブの有用性を検証する第Ⅱ/Ⅲ
相 多施設共同プラセボ対照無作為化試験

治験の実施に関する研究【サリドマイド】 桑原　聡

日本医療研究開発
機構

神経内科
日本医療研究開発
機構

抗Neurofascin155抗体関連中枢・末梢神経障害症候群(CCPD/CIDP)の
診療ガイドライン作成のための定量的抗体測定法の開発と基盤エビデン
スの構築

神経内科
日本医療研究開発
機構

日本学術振興会

ヒトCD133陽性神経芽腫幹細胞を標的とした新規治療法の開発 吉田英生 文部科学省900,000

胆道閉鎖症における制御性T細胞のsubpopulation解析 齋藤　武 小児外科 1,300,000 文部科学省

次世シーケンサーを用いた慢性特発性偽性腸閉塞症の原因遺伝子探
索

照井慶太 小児外科 2,500,000 文部科学省

機能性消化管障害および炎症性腸疾患モデルマウスを用いた腸管神経
の役割の解析

小原由紀子 小児外科 1,300,000 文部科学省

網羅的ゲノム・エピゲノム解析による神経芽腫再発・治療抵抗性獲得のメ
カニズムの解明

吉田英生（分担） 小児外科 文部科学省100,000

早く正しい救急医療実現のためのスマートな患者情報収集・処理・共有
システムの開発

中田孝明

中田孝明

23,863,200

日本学術振興会

日本学術振興会

日本学術振興会

日本医療研究開発
機構

中田孝明 救急科・集中治療部

救急科・集中治療部 7,700,000

救急科・集中治療部

網羅的exome解析による敗血症関連遺伝子の探索と個別化医療への展
開

織田成人

救急科・集中治療部

1,500,000網羅的解析による急性腸間膜虚血の早期診断法の開発

集中治療患者の貧血に対するエリスロポエチン製剤投与の可能性 救急科・集中治療部

次世代シーケンサーを用いた過大侵襲下におけるdysbiosisの病態解明 髙橋和香 1,300,000 日本学術振興会

2,000,000
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厚生労働省

厚生労働省

4,384,616
日本医療研究開発
機構

堺田惠美子 血液内科 1,000,000

武内正博

4,600,000

1,600,000

1,100,000

血液内科 1,200,000 厚生労働省

血液内科

中世古　知昭

アレルギー・膠原病内科

鈴木　浩太郎

前澤　裕子

文部科学省110,000

文部科学省

文部科学省

文部科学省

250,000

1,700,000

200,000

1,300,000

110,000細胞内亜鉛制御による関節リウマチの新規治療戦略の確立

文部科学省

我が国の関節リウマチ診療標準化のための研究 池田　啓

濾胞ヘルパーT細胞の分化及び関節リウマチ発症におけるBCL-3の役
割の解明

アレルギー・膠原病内科

関節リウマチの治療応答性遺伝子の網羅的解析に基づく疾患活動性指
標確立と治療法開発

文部科学省

難治性血管炎に関する調査研究班 古田　俊介

アレルギー性気道炎症下のバリア機能維持におけるTcf21の役割の解明

日本医療研究開発
機構

日本医療研究開発
機構

日本医療研究開発
機構

日本医療研究開発
機構

【萌芽】IgE⇒IgAクラススイッチ誘導によるアレルギー疾患治療法の開発 中島　裕史

文部科学省

厚生労働省

文部科学省

厚生労働省

iTR35細胞の分化機構及び関節リウマチにおける役割の解明

次世代シークエンサーによるMRD検出法に基づくPOEMS症候群の治療
戦略の確立

アレルギー・膠原病内科

アレルギー・膠原病内科「気道上皮―免疫バリア」という観点からの喘息の病態解明 中島　裕史

骨髄微少環境と形質細胞の相互作用に基づいたPOEMS

Smad3ノックアウトマウスを用いた骨髄線維症発症機構の解析

チロシンキナーゼ阻害薬による慢性骨髄性白血病の治癒を目指した研
究

目黒　和行

肝細胞癌におけるクロマチンリモデリング因子ARID遺伝子群の機能喪失
の意義

Ｂ型肝炎ウイルスＲＮＡと相互作用する宿主因子の網羅的同定による肝
癌発生の制御法開発

神田　達郎

千葉　哲博

丸山　紀史

千葉　哲博

中世古　知昭

肝発癌における自然免疫関与の解析 4,615,385

アレルギー・膠原病内科

アレルギー・膠原病内科

古田　俊介

池田　啓 アレルギー・膠原病内科

血液内科

消化器内科

アレルギー・膠原病内科

アレルギー・膠原病内科

神田　達郎 消化器内科

5,384,616

1,500,000

消化器内科

消化器内科

日本医療研究開発
機構

日本医療研究開発
機構

1,000,000

1,707,693

非アルコール性脂肪肝炎の診断と発癌リスク分析に向けた脂肪酸音響
マッピングの創成

消化器内科

HBs抗原陰性化に関与する因子の臨床的・ウイルス学的検討

神田　達郎 消化器内科

1,100,000

500,000

結核の診断及び治療の強化
500,000 結核研究所

1,400,000

耐性株の長期的動向把握に関する研究
猪狩　英俊 感染症内科

国内流行HIV及びその薬剤 日本医療研究開発
機構

総合診療科 40,300,000 日本学術振興会

ＨＢＶの持続感染等

総合診療科 4,000,000
日本プライマリ・ケ
ア連合学会

文部科学省

総合診療科

文部科学省

文部科学省

Ａ型肝炎の重症化機序解明と治療薬に関する検討 神田　達郎

フリーソフトを用いたe-ポートフォリオ導入とその教育支援効果および評
価ツールとしての有用性に関する研究

鋪野紀好

消化器内科

1,862,000

神田　達郎

Investigate the gain of immune function after hepatitis C virus
eradication from patients

超高齢社会とグローバル化に対応する次世代型医療人育成プロジェクト
-医薬看における反転授業を用いたアクティブ・ラーニングの実践-

生坂政臣

10,000,000

総合診療科 5,000

等に関する革新的な手法の開発に関する研究
猪狩　英俊

医療現場における対応困難事例の調査及び医療者教育法の開発〜患
者中心の医療のために

生坂政臣

感染症内科

鋪野紀好

1,200,000

消化器内科

池上亜希子

文部科学省

日常生活が含まれた患者再現videoを利用したPBLの多方面からのアプ
ローチへの有用性に関する研究

総合診療科

538,462

オンラインツールを用いた教材は身体診察スキルを向上させるか？−日
本語版身体診察動画教材の作成−

重症患者におけるメロペネムの薬物動態の解明 服部憲幸 救急科・集中治療部 1,000,000 日本学術振興会

血管透過性亢進モデルマウスを用いた血管透過性亢進の抑制方法の検
討

島居　傑 救急科・集中治療部 1,000,000 日本学術振興会
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文部科学省
アレルギー性気道炎症におけるＦＯＸＰ３陽性制御性自然免疫細胞の役
割の解明

3,640,000

600,000

松原　久裕

心臓血管外科 2,501,201

9,694,000

食道・胃腸外科/　　先端応用
外科

石川崇広 1,100,000

910,000

アレルギー・膠原病内科 600,000

食道・胃腸外科/　　先端応用
外科

日本学術振興会

日本学術振興会

沈静下内視鏡的粘膜下層剥離術中のポリソムノグラフィーを用いた呼吸
管理法の確立

日本学術振興会

日本医療研究開発
機構

糖尿病・代謝・内分泌内科

日本医療研究開発
機構

高取　宏昌

エクソソーム機能解析に基づく食道扁平上皮癌転移診断マーカーの探
索

食道・胃腸外科/　　先端応用
外科

日本学術振興会

PD-1阻害免疫賦活剤ナノ粒子と電磁加温を用いた食道癌に対する樹状
細胞療法の開発

日本医療研究開発
機構

日本学術振興会

日本学術振興会

日本学術振興会

日本医療研究開発
機構

セルジェンテック

日本学術振興会

日本学術振興会

横手　幸太郎 糖尿病・代謝・内分泌内科 14,430,000

日本学術振興会

横手　幸太郎

厚生労働省

横手　幸太郎
日本医療研究開発
機構

糖尿病・代謝・内分泌内科 7,600,000

LCAT遺伝子導入ﾋﾄ増殖型脂肪細胞を用いた遺伝子治療

糖尿病・代謝・内分泌内科 9,694,000

早老症ウェルナー症候群の全国調査と症例登録システムの構築によるエ
ビデンスの創生

重症心不全に対する外科的心負荷軽減による機能回復予測の包括的
解析

松宮　護郎 心臓血管外科学 4,500,000

「抗菌活性・創修復作用を有する新規ペプチドを用いた遺伝的早老症患
者の難治性潰瘍治療薬の開発

横手　幸太郎

（研究分担者）
糖尿病・代謝・内分泌内科 5,300,000

遺伝子治療用脂肪細胞の調整に関する研究

適時適切な医療・ケアを目指した、認知症の人等の全国的な情報登録・
追跡を行う研究

横手　幸太郎

（研究分担者）
糖尿病・代謝・内分泌内科 1,200,000

糖尿病の標準的治療の開発と均てん化に関する研究
横手　幸太郎

（研究分担者）
糖尿病・代謝・内分泌内科

原発性高脂血症に関する調査研究
横手　幸太郎

（研究分担者）
糖尿病・代謝・内分泌内科 200,000 厚生労働省

老化遺伝子の統合的解析による加齢関連疾患の病態解明
横手　幸太郎

糖尿病・代謝・内分泌内科 3,700,000 日本学術振興会

高齢者ケアの継続・連携に関する質指標開発とシステム構築
横手　幸太郎

（研究分担者）
糖尿病・代謝・内分泌内科 300,000 日本学術振興会

高齢者造血器腫瘍の発症基盤としてのステムセルエイジングの解明
横手　幸太郎

（研究分担者）
糖尿病・代謝・内分泌内科 8,000,000 日本学術振興会

フレイル高齢者のレジストリ研究及び地域高齢者におけるフレイル予防プ
ログラムの開発・検証

横手　幸太郎

（研究分担者）
糖尿病・代謝・内分泌内科 1,000,000 厚生労働省

セマリフォン3gによる膵α細胞の恒常性維持機構解明と乏尿治療への応
用

糖尿病・代謝・内分泌内科河村治清 1,200,000

サルコペニアの治療戦略開発にむけた新規筋衛生細胞発現遺伝子
R3hdmlの機能解析

糖尿病・代謝・内分泌内科竹本稔 1,200,000

Sema3Gの機能解析を通じた非アルコール性脂肪性肝炎の機序解明 糖尿病・代謝・内分泌内科徳山宏丈 3,700,000

ポドサイトの転写因子Tcf21の機能解析を通じた慢性腎臓病の機序解明 糖尿病・代謝・内分泌内科前澤善朗 1,300,000

糖尿病・代謝・内分泌内科田中知明 10,000,000

食道・胃腸外科/　　先端応用
外科

黄野　皓木

村上　健太郎 1,690,000

CXCL12-CXCR4経路を介した新規褐色脂肪活性化メカニズムの解明 糖尿病・代謝・内分泌内科石川耕 3,700,000

9,600,000

上里　昌也 1,950,000

細胞老化が引き起こす恒常性破綻の病態解明とその制御

AKAP13を用い骨代謝の新たな制御機構の解明 糖尿病・代謝・内分泌内科

鈴木佐和子

阿久津　泰典 1,430,000

日本学術振興会

日本学術振興会

グルタミン代謝を介した肥満-NASH/HCC制御機構とその臨床応用（国
際共同研究強化）

食道癌ゲノムおよびエピジェネティクス制御解析による分子治療開発

インターロイキン-11の臨床外科領域への応用－大動物モデルによる前
臨床試験－

肥満・糖尿病と発癌を結びつけるグルタミン代謝ネットワークの基盤的研
究

糖尿病・代謝・内分泌内科

日本学術振興会

日本学術振興会

p53依存的グルタミン代謝調節分子GLS2によるNASH-HCC病態制御の
役割

糖尿病・代謝・内分泌内科田中智明

糖尿病・代謝・内分泌内科

日本学術振興会

日本学術振興会

早老症の実態把握と予後改善を目指す集学的研究 横手　幸太郎 糖尿病・代謝・内分泌内科

800,000

鈴木佐和子 1,200,000

日本医療研究開発
機構

小出尚史

R3hdmlを用いたポドサイト特異的TGF-ベータ抑制機構の解明と治療応
用の検討



補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委 　小計30

日本学術振興会

日本学術振興会

日本学術振興会

日本医療研究開発
機構

（代表者）

ちば県民保健予防
財団

がんゲノム個別化医療の実現に向けた遺伝子診断共通カリキュラム構築
と教育・研修プログラムの実証的開発研究

松下　一之
検査部 2,499,900

日本医療研究開発
機構

T細胞性急性リンパ性白血病発症マウスのタンパク質解析による新規病
態解明

検査部

ﾏｽｽﾍﾟｸﾄﾛﾒﾄﾘｰ
検査診断学（代表者）

200,000
（分担者）

（分担者）

100,000

100,000 文部科学省

佐藤守

検査部

モデフィコミクスによる歯周疾患のバイオマーカー開発

メタボロミクスにより見出された新しい大腸がんリスクマーカーGTA‐446の
がん検診における有用性に関する研究

松下　一之

松下　一之
検査部 2,000,000

ゲノム医療の実装に資する臨床ゲノム情報統合データベースの整備と我
が国の継続的なゲノム医療実施体制の構築

日常臨床検査における異常反応の検出と対策

1,560,000
松下　一之

RalAとNY-ESO-1を標的とした食道癌血清抗体モニタリングに関する研
究

松下　一之

松下　一之

ﾏｽｽﾍﾟｸﾄﾛﾒﾄﾘｰ検査診断学

臓器制御外科学 1,100,000

1,200,000

T細胞性急性リンパ性白血病の新規発症メカニズムの解明と診断・治療
への応用

文部科学省

8,000,000成人における未診断疾患に対する診断プログラムの開発に関する研究
遺伝子診療部

文部科学省

800,000

26,780,000

1,500,000

土田祥央

(代表者）

遺伝子診療部

150,000

検査部

ﾏｽｽﾍﾟｸﾄﾛﾒﾄﾘｰ検査診断学

（分担者）

野村文夫

（代表者）

100,000

検査部

（代表者）

（分担者）

佐藤守

ﾏｽｽﾍﾟｸﾄﾛﾒﾄﾘｰ
検査診断学

ﾏｽｽﾍﾟｸﾄﾛﾒﾄﾘｰ
検査診断学

質量分析計（LC-MS/MS）を用いた定量測定の臨床検査応用と基盤技
術の構築

吉富　秀幸

食道・胃腸外科/　　先端応用
外科

食道・胃腸外科/　　先端応用
外科

1,300,000

食道・胃腸外科/　　先端応用
外科

1,600,000

文部科学省

文部科学省

佐藤守

文部科学省

（分担者）

100,000
（分担者）

野村文夫

胆管癌癌源細胞誘導におけるYAP/TAZの役割と新規分子標的治療法
の開発

文部科学省

(代表者）

（分担者）

佐藤守

文部科学省
ﾏｽｽﾍﾟｸﾄﾛﾒﾄﾘｰ

検査診断学
1,820,000

質量分析計による病原微生物迅速同定法の構築・臨床応用

賀川　慎吾

1,560,000

古川　勝規 臓器制御外科学

肝胆膵領域癌での炎症性シグナルとしてのNF-kappaB活性と癌悪性度と
の関連性

久保木　知

榊原雅裕 乳腺・甲状腺外科

野島　広之 臓器制御外科学

高感度・高特異性変改レクチン開発によるGAG鎖およびO-GlcNAc修飾
を標的とした創薬探索技術の確立

大塚　将之 臓器制御外科学

新しい膵消化管神経内分泌腫瘍分類法の確立とそれに基づいた個別化
治療の開発

臓器制御外科学

T細胞性急性リンパ性白血病発症マウスのタンパク質解析による新規病
態解明

ﾏｽｽﾍﾟｸﾄﾛﾒﾄﾘｰ
検査診断学

高度侵襲手術に対する免疫栄養療法確立に向けた臨床試験

日本医療研究開発
機構

文部科学省

T細胞性急性リンパ性白血病発症マウスのタンパク質解析による新規病
態解明

日本医療研究開発
機構

日本学術振興会

日本学術振興会

日本医療研究開発
機構

国内完結型がんクリニカルシークエンスの社会実装と統合データベース
構築およびゲノム医療人材育成に関する研究開発

日本学術振興会

AnnexinII-癌周囲環境の相互作用と分泌因子による浸潤転移メカニズム
の解明

高野　重紹 臓器制御外科学 1,100,000 日本学術振興会

EMT-MET plasticityによる膵胆道癌進展機序の解明と個別化治療応用 高野　重紹 臓器制御外科学

日本学術振興会

Notch/Sox9シグナル阻害剤による膵癌の新規分子標的療法の開発 賀川　慎吾 臓器制御外科学 900,000 日本学術振興会

転写因子KLFによる消化器癌浸潤、転移制御機構の解明と新規治療法
の開発

酒井　　望 臓器制御外科学 1,200,000

日本学術振興会

外科一般、消化器外科、癌治療分野にかかる学術研究動向に関する調
査研究

Notch/Sox9シグナル阻害剤による膵癌の新規分子標的療法の開発

（公財）日本膵臓病
研究財団

膵臓癌におけるSox9シグナル制御による抗癌剤耐性機構の解明

1,500,000

1,400,000 日本学術振興会

網羅的遺伝子・蛋白質解析を用いて非浸潤性乳癌の新規悪性度マー
カーを同定する研究

三階貴史 乳腺・甲状腺外科 4,810,000 日本学術振興会

臓器制御外科学 500,000

柏戸医学研究奨励
金

日本人の乳癌薬物治療における内臓型肥満とインスリン耐性、慢性炎症
の影響

岩瀬俊明 乳腺・甲状腺外科 1,800,000 日本学術振興会

家族性乳がんに対する遺伝子変異スクリーニング法の確立と臨床病理学
的特徴の解明

長嶋　健 乳腺・甲状腺外科 300,000

多種の細胞外マトリックスの複合的な関与による乳癌の多様性の形成

松原　久裕 6,600,000

松原　久裕

松原　久裕 1,000,000
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　計263計

(注
)

1

2

3

4,940,000

100,000

石川雅之 薬剤部

5,200,000

文部科学省

文部科学省

日本学術振興会

日本医療研究開発
機構

薬剤部

薬剤部

山本晃平

宮本仁

鈴木達也

日本医療研究開発
機構

日本学術振興会

日本学術振興会

日本学術振興会

薬剤部

本橋新一郎 未来開拓センター 40,000,000
日本医療研究開発
機構

日本学術振興会

小児苺状血管腫におけるプロプラノロールゲルの製剤学的検討とその有
用性

450,000

480,000

400,000

300,000

薬剤部

吉澤なぎ

須藤知子

新部陽子

日本学術振興会

570,000

日本学術振興会

570,001

570,002

570,000

薬剤部

薬剤部

4,800,000

土屋晃三

（代表者）

松下　一之

（代表者）

430,000鈴木貴明

薬剤部

薬剤部

薬剤部 570,000

治療法のある遺伝性疾患に対する遺伝学的検査と遺伝カウンセリング
ネットワークの構築

（代表者）

新井健一

検査部

石毛崇之

（分担者）

日本学術振興会

日本学術振興会

日本学術振興会

日本学術振興会

松下　一之

検査部

髄液移行性を考慮した細菌性髄膜炎に対するバンコマイシン投与設計
法の確立

質量分析計による病原微生物迅速同定法の構築・臨床応用

メディカル・ゲノムｾﾝﾀｰ等におけるゲノム医療実施体制の構築と人材育
成に関する研究

松下　一之

重症敗血症患者におけるカルバペネム系抗菌薬の投与設計法の構築

文部科学省

Immuno-MS（質量分析）の臨床検査応用に向けた免疫複合体
西村　基

検査部 1,040,000

せん妄発症の要因となる薬剤に関する調査

200,000

石毛崇之

難病克服！次世代スーパードクターの育成（NGSD)

（代表者）

日本学術振興会

ちば県民保健予防
財団（代表者）

授乳時期によるラモトリギンの乳汁移行変動と乳児への影響

医療費削減に向けた褥瘡悪化因子の抽出とその評価

プロテオーム解析を用いた食道扁平上皮癌の化学療法感受性マーカー
の探索

Ａｌｂ、Ｃｃｒを指標としたオキサリプラチンの副作用予測に関する探索的研
究

1,300,000

文部科学省

日本医療研究開発
機構

岩間厚志（代表）、
三村尚也（分担）

輸血・細胞療法部 1,000,000

1,842,776

150,000 文部科学省

風見　隆浩

検査部

　「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入すること。

厚生労働省

エピジェネティクスから迫る多発性骨髄腫の発症機構の解明と薬剤耐性
化の克服

三村尚也

質量分析による血清ビタミンD代謝の包括的評価

（代表者）

臨床試験部

検査部
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(2)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象とならない論文（任意）
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～ 　計　1件

(注) 1

2

筆頭著者の
特定機能病院における所属

　「論文種別」欄には、Original Article、Case report, Review, Letter, Othersから一つ選択すること。

　記載方法は、前項の「高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文」の記載方法に準じること。

　当該医療機関に所属する医師等が前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発および評価に資するものと判断される主なものを記入すること。

　報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学術雑誌に掲載されたものに限るものであること。ただし、実態上、当該特定機能病院を附属している
大学の講座等と当該特定機能病院の診療科が同一の組織として活動を行っている場合においては、筆頭著者の所属先が大学の当該講座等であっても、論文の数の算定対象に含めるものであること
（筆頭著者が当該特定機能病院に所属している場合に限る。）

  「発表者氏名」に関しては、英文で、筆頭著者を先頭に論文に記載された順に3名までを記載し、それ以上は、他、またはet al.とする。

　「筆頭著者の所属」については、和文で、筆頭著者の特定機能病院における所属を記載すること。

題名発表者氏名

　当該特定機能病院に所属する医師等が前年度に発表した英語論文のうち、高度の医療技術の開発および評価に資するものと判断されるものを七十件以上記入すること。七十件以上発表を行ってい
る場合には、七十件のみを記載するのではなく、合理的な範囲で可能な限り記載すること。
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differentiation from pleomorphic adenoma.

　「雑誌名・出版年月等」欄には、「雑誌名. 出版年月（原則雑誌掲載月とし、Epub ahead of printやin pressの掲載月は認めない）; 巻数: 該当ページ」の形式で記載すること
（出版がオンラインのみの場合は雑誌名、出版年月（オンライン掲載月）の後に（オンライン）と明記すること）。
      記載例：　Lancet. 2015 Dec; 386: 2367-9  /  Lancet. 2015 Dec (オンライン）

雑誌名・
出版年月等



(様式第 3) 

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無 

手順書の主な内容 

特定臨床研究の審査は臨床研究倫理審査委員会が附属病院に設置されており、それぞれ規程と

手順書が整備されている。手順書には、医薬品・医療機器・再生医療等製品の臨床試験等に関わ

る業務手順が示されている。ネットワークとしての中央倫理審査委員会機能を果たすことができ

る手順となっている。また、人を対象とする医学系研究に関する倫理指針に対応した倫理学・法

律学の専門家、一般の立場から意見を述べることのできる委員が適切に指名された構成となって

いる。 

 

1. 千葉大学医学部附属病院臨床研究倫理審査委員会規程 

千葉大学医学部附属病院（以下「病院」という。）で行われるヒトを対象とした研究（以下「

研究」という。）について，次の各号に掲げる宣言及び指針の趣旨に沿って人間の尊厳及び人権

を尊重し，社会の理解と協力を得て適正な研究を実施するため，その審査に当たることを目的と

して千葉大学医学部附属病院臨床研究倫理審査委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

一 ヘルシンキ宣言（１９６４年世界医師会採択，２０００年世界医師会修正） 

二 人を対象とする医学系研究に関する倫理指針（平成２６年文部科学省・厚生労働省告示第３

号） 

 

2. 千葉大学医学部附属病院臨床研究倫理審査委員会運営手順書 

千葉大学医学部附属病院臨床研究倫理審査委員会規程の定めるところにより、千葉大学医学部

附属病院臨床研究倫理審査委員会（以下「委員会」という。）の運営方法を定め、医薬品の臨床

試験等に関わる業務手順を示す。本委員会は、本院においてヒトに対して安全性が確認されてい

る医薬品および医療機器の臨床試験又は臨床使用（以下、臨床試験及び臨床使用を一括して「臨

床試験等」という。）を行うことの適否および継続して行うことの適否等について、ヘルシンキ

宣言と人を対象とする医学系研究に関する倫理指針等に基づいて審査する。 

 

3. 千葉大学医学部附属病院自主臨床試験取扱手順書 

 国立大学法人千葉大学医学部附属病院（以下「本院」という。）における研究者が主導して行う

医薬品及び医療機器の臨床試験（自主臨床試験;以下「臨床試験」という。）及び未承認薬等の臨

床使用（以下、臨床試験と併せて「臨床試験等」という。）の実施に際しての遵守事項並びに適正

な実施に必要な手続きと運用に関する事項を定める。  

本手順書は、臨床試験を実施するにあたり、ヘルシンキ宣言及び「臨床研究に関する倫理指針（

平成16年12月28日改正）」、「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(平成26年12 月22日)

」、並びに「医薬品の臨床試験の実施の基準に関する省令(平成9年厚生省令第28号)」及び「医療

機器の臨床試験の実施の基準に関する省令（平成17年厚生労働省令第36号）」（以下「GCP」とい

う。）等に基づき、被験者の人権、安全及び福祉の保護のもとに、臨床試験の科学的妥当性と成績

の信頼性を確保するために最低限遵守すべき事項を示したものであり、本院の臨床研究倫理審査委

員会で審査を行う臨床試験等に対して適用する。 

 



③ 倫理審査委員会の開催状況 年 11回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

 2  前年度の実績を記載すること。 

    

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の設置状況 

有・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無 

規定の主な内容 

１．国立大学法人千葉大学利益相反委員会規程 

国立大学法人千葉大学(以下「本学」という。)に、本学利益相反マネジメントポリシーに基づ

き，本学の役員及び職員に係る利益相反に適切に対処するとともに利益相反に関する重要事項を

審議するため，利益相反委員会を置き、次に掲げる事項を審議する。 

一 利益相反マネジメントポリシーに関すること。 

二 利益相反ガイドラインに関すること。 

三 利益相反防止に関する施策及び啓蒙活動に関すること。 

四 利益相反に関する調査及び審査に関すること。 

五 その他利益相反に関する重要事項 

本規程第９条に、「臨床研究に係る利益相反委員会については、別に定める」ことが規定され

ている。 

 

２．千葉大学医学部附属病院各種委員会規程及び別表 常置委員会 

千葉大学医学部附属病院各種委員会規程第３条に基づく常置委員会として、別表 常置委員会の

とおり、①臨床研究に係る利益相反ポリシーに関する事項、②臨床研究に係る利益相反マネジメ

ントに関する事項、③臨床研究に係る利益相反防止に関する施策及び啓発活動に関する事項、④

臨床研究に係る利益相反に関する調査及び審査に関する事項、⑤その他臨床研究に係る利益相反

に関する重要事項を所轄する。 

 

３．千葉大学医学部附属病院における臨床研究に係る利益相反ポリシー 

 本ポリシーは平成17年9月に制定され、臨床研究を行う研究者と関係者、被験者、大学などを取

り巻く利益相反の存在を明らかにすることによって、被験者の保護を最優先としつつ、大学や研究

者などの正当な権利を認め社会の理解と信頼を得て、大学の社会的信頼を守り、臨床研究の適正

な推進を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．千葉大学医学部附属病院における臨床研究に係る利益相反マネジメント規程 

千葉大学医学部附属病院（以下「病院」という。）における臨床研究に係る利益相反の取扱い

・マネジメントは、国立大学法人千葉大学利益相反委員会規程第９条に基づき、千葉大学医学部

附属病院臨床研究に関する利益相反委員会を設置し、千葉大学医学部附属病院における臨床研究

に係る利益相反ポリシー，臨床研究の利益相反ポリシー策定に関するガイドライン（平成18年3

月文部科学省），厚生労働科学研究における利益相反（Conflict of Interest：COI）の管理に関

する指針（平成２０年３月３１日科発第０３３１００１号厚生科学課長決定）並びに法令又はこ

れに基づく特別の定めによるほか、この規程の定めるところによる。 

本規程第4条(管理の手続き)及び第5条（管理の実施）に従い、臨床研究実施者（必要に応じて臨

床研究関係者）は臨床研究の利益相反に関する自己申告書を臨床研究実施計画書と共に病院長に

提出し、利益相反委員会において審査並びにマネジメントを行う。利益相反委員会の審査結果を

臨床研究倫理審査委員会に報告し、臨床研究倫理審査委員会の審査結果も踏まえて、利益相反管

理も含めて審査を行っている。 

 

 

５．臨床研究の利益相反に関する自己申告書 

 臨床研究実施者及び倫理審査委員会の委員等は、臨床研究に関する利益開示を受ける委員会と

して規定されている利益相反委員会に利益相反に関する自己申告書を提出し、適切なマネジメン

ト受け、必要な場合には試験実施計画書を変更する。 

 

 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の開催状況 

年 11回 

(注）前年度の実績を記載すること。 

 

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年 18回 

 ・研修の主な内容 

・臨床研究入門講義 7回、臨床研究応用講義 7回（倫理規範・海外の法令・国際ガイドライン

について、臨床試験の倫理及び利益相反） 

・臨床研究に関する特別セミナー 4回「試験デザイン」「統計と信頼性保証」「医薬品業界にお

ける不正行為と臨床研究」「臨床試験とCOI」 

(注）前年度の実績を記載すること。 

 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容 

（目的と特徴） 

 初期研修を修了した医師・歯科医師が臨床医学系専門領域の学会認定専門医を取得する 

 2年間の卒後研修を含む新しい枠組みでの学会認定専門医を取得できるプログラム 

 内科、外科の場合は内科認定医・認定内科専門医、外科専門医を取得できると共に、さらに

サブスペシャリティーの専門医を取得できるプログラム 

（研修期間） 

 研修期間は3～5年（卒後研修：2年を含まない）原則として各専門領域の学会専門医取得に定

められた期間 

（到達目標） 

 専門医としての患者ケアのための臨床能力を身につける 

 専門医としての患者ケアのための知識の習得と応用が出来る 

 診療経験を振り返り臨床能力を向上させることが出来る 

 必要かつ十分なコミュニケーション能力を示すことが出来る 

 医師としてのプロフェッショナリズムを身につける 

 家族・地域・制度などの医療資源を理解し活用することが出来る 

 指導医としての教育的役割を果たすことが出来る 

臨床研究の意義を理解し倫理原則にしたがって研究を行うことが出来る 

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。 

2 研修の実績 

  上記研修を受けた医師数         ９０ 人 

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

加藤 直也 消化器内科 科長（教授） ３０年  

堺田 惠美子 血液内科 科長（診療教授） ２２年  

淺沼 克彦 腎臓内科 科長（教授） ２２年  

中島 裕史 アレルギー･膠

原病内科 

科長（教授） ２８年  

横手 幸太郎 糖尿病・代謝・

内分泌内科 

科長（教授） ２８年  

小林 欣夫 循環器内科 科長（教授） ２８年  

小林 欣夫 冠動脈疾患治療

部 

部長（教授） ２８年  

巽 浩一郎 呼吸器内科 科長（教授） ３７年  

桑原 聡 神経内科 科長（教授） ３２年  

生坂 政臣 総合診療科 科長（教授） ３１年  

並木 隆雄 和漢診療科 科長（診療教授） ３１年  

猪狩 英俊 感染症内科 科長（診療教授） ２８年  

滝口 裕一 腫瘍内科 科長（教授） ３３年  

松宮 護郎 心臓血管外科 科長（教授） ３０年  

松原 久裕 食道・胃腸外科 科長（教授） ３２年  

大塚 将之 肝胆膵外科 科長（教授） ２８年  



長嶋 健 乳腺・甲状腺外

科 

科長（診療教授） ２８年  

吉野 一郎 呼吸器外科 科長（教授） ２９年  

吉田 英生 小児外科 科長（教授） ３８年  

滝口 裕一 臨床腫瘍部 部長（教授） ３３年  

磯野 史朗 麻酔･疼痛･緩和

医療科 

科長（教授） ３２年  

市川 智彦 泌尿器科 科長（教授） ２９年  

大鳥 精司 整形外科 科長（教授） ２２年  

馬場 隆之 眼科 科長（診療教授） １９年  

松江 弘之 皮膚科 科長（教授） ２９年  

岡本 美孝 耳鼻咽喉・頭頸

部外科 

科長（教授） ３７年  

三川 信之 形成・美容外科 科長（教授） ２５年  

伊豫 雅臣 精神神経科 科長（教授） ３２年  

岩立 康男 脳神経外科 科長（教授） ３３年  

生水 真紀夫 婦人科・周産期

母性科 

科長（教授） ３５年  

下条 直樹 小児科 科長（教授） ３７年  

宇野 隆 放射線科 科長（教授） ２８年  

織田 成人 救急科・集中治

療部 

科長（教授） ３８年  

織田 成人 人工腎臓部 部長（教授） ３８年  

村田 淳 リハビリテーシ

ョン科 

科長（診療教授） ３０年  

伊豫 雅臣 こどものこころ

診療部 

部長（教授） ３２年  

松下 一之 検査部 部長（診療教授） ２８年  

中谷 行雄 病理診断科・病

理部 

部長（教授） ３８年  

露口 利夫 内視鏡センター センター長（診療

教授） 

３２年  

丹沢 秀樹 歯科・顎・口腔

外科 

科長（教授） ３１年  

 

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

 【病棟患者急変対応セミナー】  

・研修の主な内容 

医師1～2名（例：指導医、研修医）、看護師2～3名（例：熟練、中堅、新人看護師）、他職種でチー

ムを形成し、1～2チームがあらかじめ作成したシナリオ（1～2種類※）にもとづいてシミュレーショ

ン実習を行う。シミュレーターは高性能患者シミュレーター【SimMan 3G、SimBaby、HPS等】を用いる

。シナリオ内容は作成者およびセミナー管理者にのみ知らされ、実習参加者はシナリオの内容を知ら

ずに急変対応を行っていく。実習の様子はビデオモニターで撮影・記録され、上記チーム以外の参加

者はその映像をリアルタイムで観察する。実習終了後、記録ビデオを参考にしながら、全参加者でデ

ブリーフィング(振り返り)を行う。 

・研修の期間・実施回数 

 ４回／年 

・研修の参加人数 

 約４４名／１回 

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容 

「入職者研修」病院、看護部組織と運営、看護業務および看護補助業務、就業上の諸規則と

福利厚生、勤務・労務管理、事務部の業務、看護職者の学習とキャリアアップ、新人のメ

ンタルヘルス、放射線部の業務、災害対策、看護記録と記載基準 

 「新任看護師長研修」看護部組織と運営、看護師長に求められる役割、人事・労務管理と人事

評価、看護業務管理、看護の質保証と経営、人材確保、人材育成、医療安全 

・研修の期間・実施回数 

「入職者研修」平成28年4月4日・1回 

「新任看護師長研修」平成28年4月6日、11日、22日、28日、5月12日、30日、7月26日・7回 

 ・研修の参加人数 

「入職者研修」143名 

「新任看護師長研修」3名 

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

 ・研修の主な内容 

 ・研修の期間・実施回数 

 ・研修の参加人数 

 

(注) 1 高度の医療に関する研修について、前年度実績を記載すること。 

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医

療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医療

従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 

 



 
(様式第 5) 

診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 
 

計画・現状の別 １．計画    ２．現状  
管理責任者氏名 病院長 山本 修一 

  管理担当者氏名 企画情報部長 鈴木 隆弘        薬剤部長 石井 伊都子 
医療安全管理部長 相馬 孝博     感染制御部長 猪狩 英俊 
臨床工学センター長 織田 成人    総務課長 奥井 雅博 
管理課長 鈴木 一雄         医事課長 高橋 忠浩 
医療サービス課長 田辺 朗 

 
 保 管 場 所 管 理  方  法 

診療に関
する諸記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
に
掲
げ
る
事
項 

病院日誌 総務課 管理担当者は、紙媒体の
診療録等については入
院・外来別に分け、入院
診療録は一患者一入院
ごとに、外来診療録は一
患者一ファイルごとに
管理している。 
電子診療録、スキャンデ
ータ等は総合病院情報
システムにより管理し
ている。 
 
管理担当者は、処方せん
を入院・外来別に調剤日
ごとにまとめ、年度ごと
に分けて処方せん保管
倉庫にて施錠管理して
いる。 
 
個人情報は、原則として
個人情報保護区域から
持ち出さないこととし、
総合病院情報システム
端末から保護区域内の
端末へ移植する場合は
秘匿化の上実施してい
る。 
 
管理担当者は、病院日誌
を所管部門の施錠可能
な場所（キャビネット等
）で保管・管理している
。また、院内LAN内に電
子ファイルもあわせて
保存している。 

各科診療日誌 各診療科 
処方せん 薬剤部 
手術記録 企画情報部 

医療サービス課 
看護記録 企画情報部 

医療サービス課 
検査所見記録 企画情報部 

医療サービス課 
エックス線写真 企画情報部 
紹介状 企画情報部 

医療サービス課 
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書 

企画情報部 
医療サービス課 

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
三
項
に

掲
げ
る
事
項 

従業者数を明らかにする帳簿 総務課 管理担当者は、病院の管
理及び運営に関する諸
記録について、所管部門
の施錠可能な場所（キャ
ビネット等）で保管・管
理している。 

高度の医療の提供の実績 医事課 
医療サービス課 
 

高度の医療技術の開発及び評価
の実績 

医療サービス課 
 

高度の医療の研修の実績 総務課 
閲覧実績 総務課 
紹介患者に対する医療提供の実
績 

医事課 

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿 

医療サービス課 
薬剤部 



 
 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一
項

に
掲
げ
る
事
項 

医療に係る安全管理のための指
針の整備状況 

医療安全課 
 

管理担当者は、病院の管
理及び運営に関する諸
記録について、所管部門
の施錠可能な場所（キャ
ビネット等）で保管・管
理している。 
 
 
 
 

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況  

医療安全課 
 
 

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況 

医療安全課 
 
 

医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況 

医療安全管理部 
医療安全課 
 

 
 保 管 場 所 管 理  方  法 

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

院内感染対策のための指針の策
定状況 

医療安全課 管理担当者は、病院の管
理及び運営に関する諸
記録について、所管部門
の施錠可能な場所（キャ
ビネット等）で保管・管
理している。 

院内感染対策のための委員会の
開催状況  

医療安全課 

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況  

医療安全課 

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況  

感染制御部 
医療安全課 

医薬品安全管理責任者の配置状
況  

総務課 
医療安全課 

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況  

薬剤部 
医療安全課 

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況
   

薬剤部 

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況 

薬剤部 

医療機器安全管理責任者の配置
状況 

総務課 
医療安全課 

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況 

臨床工学センター 
管理課 

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況 

臨床工学センター 
管理課 

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況 

臨床工学センター 
管理課 
 

  



 
 保 管 場 所 管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

規
則
第
九
条
の
二
十
三
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

医療安全管理責任者の配置状
況 

総務課 
医療安全課 

管理担当者は、病院の
管理及び運営に関する
諸記録について、所管
部門の施錠可能な場所
（キャビネット等）で
保管・管理している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況 

総務課 
医療安全課 

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況 

薬剤部 

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況 

総務課 
医療安全課 

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況 

総務課 
医療サービス課 

医療安全管理部門の設置状況 医療安全課 
高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況 

医療安全課 

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況 

医療安全課 

監査委員会の設置状況 総務課 
入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況 

医療安全管理部 
医療安全課 

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況 

医療安全課 

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況 

医療サービス課 
医療安全管理部 
医療安全課 

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況 

総務課 
監査室（大学） 

 

職員研修の実施状況 医療安全課 
管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況 

総務課 
医療安全課 
薬剤部 
管理課 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理
方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載する
こと。 



(様式第 6) 

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類 

 

○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法 

     計画・現状の別  １．計画      ２．現状  

 閲 覧 責 任 者 氏 名              病院長 山本 修一 

 閲 覧 担 当 者 氏 名              総務課長   奥井 雅博  管理課長   鈴木 一雄 

経営企画課長 岡田 裕二  医事課長   高橋 忠浩 

医療サービス課長 田辺 朗 医療安全課長 伊藤 幹雄 

 閲覧の求めに応じる場所              患者相談室 

 閲覧の手続の概要 

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧したい旨の申し出があった場合、閲覧希望のあった

諸記録を所掌する閲覧担当者が閲覧責任者に確認の上、患者相談室において求めに応じる。 

 

 

 

 

(注)既に医療法施行規則第 9条の 20 第 5 号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院

は現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当

する番号に〇印を付けること。 

 

 

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績 

   前 年 度 の 総 閲 覧 件 数    延     0    件 
  閲 覧 者 別   医        師    延     0    件 

  歯  科  医  師    延     0    件 
      国    延     0    件 
  地 方 公 共 団 体    延     0    件 

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。 

 



 
 

 

（様式第 6） 

 
規則第１条の11第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 

 
     有・無 

 
 ・ 指針の主な内容： 
基本的な考え方 
医療安全に関する組織と取組 
医療安全管理のための職員研修 
医療上の事故等の報告 
医療上の事故等発生時の対応 
患者等への当該基本方針の閲覧 
患者からの相談への対応 
その他の医療安全推進への対応 
その他 

 

 
② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況 
 

・ 設置の有無（ 有・無 ） 
・ 開催状況：年  11回 
・ 活動の主な内容： 

１．病院において重大な問題やその他委員会において取り扱うことが適当な問
題が発生した場合における速やかな原因の究明のための調査及び分析に関する
こと。 
２．上記の分析の結果を活用した医療に係る安全の確保を目的とした改善のた
めの方策の立案及び実施並びに病院職員への周知に関すること。 
３．上記の改善のための方策の実施の状況の調査及び必要に応じた当該方策の
見直しに関すること。 
４．入院患者が死亡した場合における当該死亡の事実及び死亡前の状況に関す
る医療安全管理部への報告の実施の状況の確認及び確認結果の病院長への報告
に関すること。 
５．入院患者の死亡以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は
治療が必要になったものとして病院長が定める水準以上の事象が発生したとき
における当該事象の発生の事実及び発生前の状況の医療安全管理部への報告の
実施の状況に関する確認及び確認結果の病院長への報告に関すること。 
６．４．及び５．の実施の状況が不十分な場合における適切な報告のための病
院職員への研修及び指導に関すること。 
７．その他医療安全管理に関すること。 

 

 
③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
     年7回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
１．平成２８年度第１回医療事故防止セミナー（全職員対象） 
  平成28年6月20日・24日・29日 
 「抗菌薬の適正使用にむけて」 
 「最新の個人情報漏洩事例、セキュリティ対策について」 
 「報告から検討へ」 
 「児童虐待対応について」 
２．平成２８年度第２回医療事故防止セミナー（全職員対象） 
  平成28年11月30日 
 「BEST PRACTICE賞発表・表彰式」 
３．平成２８年度第３回医療事故防止セミナー（全職員対象） 
  平成29年1月17日・18日・19日 
 「情報安全管理体制について フィッシングメールへの注意喚起」 
 「ＭＲＩ検査の安全管理」 
 「医薬品の安全管理-インシデント事例から-」 
 「いざという時のＤＣ・ＡＥＤ」 
 「こんな時にはＭＥＴコール！-当院におけるＭＥＴ活動の現状-」 
４．第２６回急変対応セミナー（全職員対象） 

平成28年6月3日「リハビリテーション部」 
５．第２７回急変対応セミナー（全職員対象） 

 



 
 

 

  平成28年9月30日「感染症内科、糖尿病・代謝内分泌内科」 
６．第２８回急変対応セミナー（全職員対象） 
  平成28年12月1日「内視鏡センター、中央診療施設」 
７．第２９回急変対応セミナー（全職員対象） 
  平成29年3月3日「泌尿器科、放射線科」 
 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施

状況 
 
   ・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ） 
   ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
・説明書・同意書の記載内容について現状把握を行った結果を各診療科のリス
クマネージャーにフィードバックし、修正依頼を実施した。課題として、イン
フォームド・コンセント取得のプロセスの質的な監査を実施するための仕組み
の構築があげられ、「医療行為の説明及び同意の取得に関する規程」と診療録
の記載内容を確認するための「診療情報管理規程」を作成し、説明と同意に関
する監査を開始した。 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 
 

 

（様式第 6） 
 
規則第１条の 11 第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 院内感染対策のための指針の策定状況 

 
    有・無 

 
  ・ 指針の主な内容： 
・基本的な考え方 
・委員会、その他組織に関すること 
・院内感染対策のための研修等 
・感染症の発生状況の報告 
・院内感染発生時の対応 
・患者等への当該基本方針の閲覧 
・その他の院内感染対策推進への対応 
・その他 
 
② 院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年13回 

 
  ・ 活動の主な内容： 
・院内感染の実態把握のための調査及び点検に関すること。 
・院内感染予防策の立案に関すること。 
・院内感染発生時の対策に関すること。 
・職員に対する院内感染予防対策の教育に関すること。 
・院内感染予防対策マニュアルの作成及び改訂に関すること。 
・その他院内感染予防対策に関すること。 
 
③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

 
年2回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
・平成２８年度第１回ICTセミナー（全職員対象） 
 平成28年6月20日・24日・29日 
 「抗菌薬の適正使用にむけて」 
 「最新の個人情報漏洩事例、セキュリティ対策について」 
 「報告から検討へ」 
 「児童虐待対応について」 
・平成２８年度第２回ICTセミナー（全職員対象） 
 平成28年11月21日・22日・25日 
 「ＩＣＴ環境ラウンドから見える課題について」 
 「ノロウイルス感染症対策について」 
 「麻しん・風しん感染症についての情報提供」 
 
④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 
 
  ・ 病院における発生状況の報告等の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
ICTラウンド（週１回）と報告 
・診療コンサルテーション報告 
・分離菌報告 
・特定薬剤使用状況報告 
・抗菌薬ラウンド 
ICN・事務職員・清掃業者による環境清掃ラウンド（月２回）と報告 
MRSA・MDRP・CREを対象としたICTラウンド（月１回）と報告 
職員感染対策 
・針刺し・切創、血液・体液曝露外来の実施 
・職員の抗体検査と予防接種の実施 
医療関連感染サーベイランスの実施とフィードバック 
・カテーテル関連血流感染（血液内科、小児科、小児外科） 
・手術部位感染（肝胆膵外科、食道・胃腸外科） 
病院職員・外部委託業者に対するワクチン接種 
感染防止対策の地域連携に関する活動 
・感染防止対策地域連携加算に係る相互チェックの実施（連携医療機関と相互に年1回ずつ） 
・感染防止対策加算に係るカンファレンスの開催（連携医療機関と年4回） 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 
 

 

（様式第 6） 
 
規則第１条の11第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置 
 
 
① 医薬品安全管理責任者の配置状況 

 
    有・無 

 
② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年3回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
  ・新規採用者ガイダンス（研修医を含む新規採用者対象） 
   平成28年4月6日 
   「抗がん薬の取扱いについて」 
  ・新人看護師研修（新人看護師対象） 
   平成28年4月20日・21日・22日 
   「与薬について-看護業務に必要な医薬品の知識-」 
  ・平成28年度第3回医療事故防止セミナー（全職員対象） 
   平成29年1月17日・18日・19日 
   「医薬品の安全管理-インシデント事例から-」 
 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 
 
 ・ 手順書の作成        （ 有・無 ） 
 ・ 業務の主な内容： 
医薬品の採用を審議する薬事委員会の開催及び適正運用の実施 
医薬品の購入及び麻薬、向精神薬、毒薬、劇薬、厳重管理薬、特定生物由来製品等の適正管理の実施 
患者に対する安全な医薬品供給のための調剤、交付、過誤防止対策、薬剤管理指導等の実施 
医薬品情報の収集及び提供の実施 
各部門における手順書に基づいた業務実施状況の確認 等 
 
④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その

他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
医療法施行規則第9条の23第1項第8号に則り、未承認医薬品については臨床倫理審査委員会にて承認
が得られたもののみを使用するルールをとり、当該委員会で審議するための必要情報を収集するなど
の対応をしている。 
院内製剤についても、日本病院薬剤師会の指針に則りクラス分類を導入し、クラスに応じた審査を取
り入れている。また、使用後の評価も徹底する運用としている。 
その他、医薬品の安全使用に係る医薬品情報は医薬品の安全使用のための措置に係る実施担当者（医
薬品情報室長）から医薬品安全管理責任者への報告を行い、医薬品安全管理責任者から院内への周知
を行っている。 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

 

（様式第 6） 
 
規則第１条の11第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係

る措置 
 
 
① 医療機器安全管理責任者の配置状況 

 
   有・無 

 
② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年 28 回 

 
・ 研修の主な内容： 

人工呼吸器（5）・輸液･シリンジポンプ・閉鎖式保育器（2）・血液浄化装置（6）・人工心肺及び補
助循環装置（2）・除細動器（2） および新規導入の機器（7）、年24回 
診療用高エネルギー放射線発生装置（リニアック）の安全講習会（年2回） 
診療用放射線照射装置（アフターローディング）の安全講習会 （年2回） 

 
 
 
 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 
 ・ 医療機器に係る計画の策定        （ 有・無 ） 
 ・ 保守点検の主な内容： 

診療用高エネルギー放射線発生装置（リニアック）、診療用放射線照射装置 
（アフターローディング）、生命維持管理装置 （人工心肺および補助循環装置･ 
人工呼吸器･血液浄化装置･徐細動器・閉鎖式保育器） 
 
当院で定めた機器 （CT・MRI・血管造影装置・核医学診断装置、輸液･シリンジポンプ･ 
フットポンプ･生体情報モニタ 等） 

 
 
 
 
④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集

その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 

未承認機器については病院持ち込み時に事務を通すことを通知。その時点で説明会の開催を必ず行
うように指示し、報告書の提出をさせている。前年度の未承認機器使用実績は報告なし。 

 
臨床工学技士を配置し、院内の安全管理部員を兼任とすることで、院内で起こった医療機器に関す

るインシデント等に早急に対応，安全管理部との共同配信文書として院内へ配信することができてい
る。 
また、全体で行う院内講習会のほか、インシデント発生等の際には原因を究明し、部署別・事例別

の講習会を開催し、再発防止に努めている。 
 
 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 

 



 
 

 

（様式第 6） 

 
規則第９条の 23 第１項第１号から第 15 号に掲げる事項の実施状況 

 
 
① 医療安全管理責任者の配置状況 

 
     有・無 

 
・責任者の資格（医師・歯科医師） 
・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び医
療機器安全管理責任者の統括状況 
「千葉大学医学部附属病院における医療安全管理に関する基本方針」第２の１に千葉大学医学部附属
病院規程第６条第６項の規定により医療安全管理責任者に任命された副病院長は、医療安全管理部、
医療の質・安全管理委員会、医薬品安全管理責任者、医療機器安全管理責任者等を統括すると定めて
いる。本院の医療安全管理責任者である常勤医師の副病院長は医療の質・安全管理委員会等に出席し
組織的に医療事故防止について検討し、患者に安全・確実な医療を提供するため病院長と共に医療安
全管理対策に取組んでいる。 
 
② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 

 
 有（10名）・無 

 

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況 

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況 

「千葉大学医学部附属病院医薬品に関する安全管理規程」において、医薬品安全管理責任者は医薬品
の安全使用のための措置に係る実施担当者を指名し、医薬品の安全使用のための業務に資する医薬品
に関する情報の整理、周知及び当該周知状況の確認を行わせることとしている。 
医薬品情報室長を実施担当者として指名し、病院における未承認等の医薬品の使用のための処方状況
や、採用されている医薬品全般の医薬品の添付文書情報のほか、医薬品製造販売業者、行政機関、学
術誌等からの情報を広く収集し、管理するとともに、得られた情報のうち必要なものは院内全教職員
へメールにて周知を行っている。また、特に周知状況の確認が必要と思われる重要周知事項について
は、全職員がインシデントレポートシステムからログインして閲覧を行う事により、閲覧状況を確認
できる方策をとっている。 
・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 
「千葉大学医学部附属病院医薬品に関する安全管理規程」において、医薬品安全管理責任者は医薬品
の安全使用のための措置に係る実施担当者を指名し、未承認等の医薬品の使用に関し、当該未承認等
の医薬品の使用状況の把握のための体系的な仕組みの構築並びに当該仕組みにより把握した未承認等
の医薬品の使用の必要性等の検討の状況の確認、必要な指導及びこれらの結果の共有を行わせること
としている。 
薬剤師ＧＲＭを実施担当者として指名し、未承認新規医薬品等担当部門と連携を取ることで、院内に
おける未承認新規医薬品等の使用の適否決定状況及び適正使用の確認を行っている。 

・担当者の指名の有無（有・無） 

・担当者の所属・職種： 

（所属：薬剤部，職種 薬剤師（医薬品情報室長） ）（所属：薬剤部，職種 薬剤師（GRM） ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 有・無 

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関する

規程の作成の有無  （ 有・無 ） 

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な内容

：説明・同意文書の質的監査を行い、不十分な項目については診療科へフィードバックを行っている。 

 



 
 

 

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 有・無 

・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容： 

診療情報管理規程を制定し、診療情報管理責任者を配置した。診療情報管理責任者は診療録等の記
載内容を確認させるなどにより、診療録等の適切な管理を行っている。具体的には診療録等の管理に
関する責任者の指示のもと、カルテの搬送、製本、貸出・閲覧、電子化、入出庫、廃棄等を行うと共
に、診療情報管理士のチェックリストによる点検、医師・看護師を含めた診療録の監査を行っている。 

 

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 有・無 

・所属職員：専従（3）名、専任（2）名、兼任（21）名 

 うち医師：専従（1）名、専任（0）名、兼任（12）名 

 うち薬剤師：専従（0）名、専任（2）名、兼任（1）名 

 うち看護師：専従（2）名、専任（0）名、兼任（2）名 

（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること 

・活動の主な内容： 

・医療の質・安全管理委員会に係る事務 

・事故その他の医療安全管理部において取り扱うことが必要なものとして病院長が認める事象が発生

した場合における診療録その他の診療に関する記録の確認、患者又はとの家族への説明、当該事象の

発生原因の究明の実施その他の対応の状況の確認及び当該確認の結果に基づく病院職員への必要な指

導 

・医療に係る安全管理に係る連絡調整 

・医療に係る安全の確保のための対策の推進 

・医療安全の確保に資する診療状況のモニタリング 

・全病院職員に対する医療安全に係る教育・研修の企画、実施及び医療安全に関する認識状況の確認 

・各部署における医療安全対策の実施状況の評価に基づく、医療安全確保のための業務改善計画書の

作成及びそれに基づく医療安全対策の実施状況及び評価結果の記録 

・医療の質・安全管理委員会との連携状況、医療安全に係る職員研修の実績、患者等の相談件数及び

相談内容、相談後の取扱いその他の医療安全管理者の活動実績の記録 

・医療安全に係る取組み及びその評価を行うカンファレンスの実施 

・その他医療安全の推進に関すること 

 

※専任の医療に係る安全管理を行う者 2名については、薬剤師の資格を有しており、医療安全に関す
る必要な研修を修了している。また、医療安全管理部の部員及び医療の質・安全管理委員会の委員と
して構成員に含まれており、医療安全対策の推進に関する業務に専ら従事している。（経過措置の適
用により、平成 28年 10 月 1 日から 5 割以上医療安全管理業務に従事する薬剤師 2名を医療安全管理
部門へ配置し、平成 32 年 4 月 1日からは専従の薬剤師 1名を配置する予定である旨を厚生労働大臣へ
届出済み。） 
※診療内容のモニタリングとしては、医療の質・安全管理委員会にて毎月肺動脈塞栓症予防対策率・
発生率を報告している。また、従業者の医療安全の認識についてのモニタリングについては、医療安
全管理に係る全職員に対する研修を実施した際に、e-ラーニング等により理解度の把握を行っている。 
※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療に
係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。 
※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識につ
いての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。 
 

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況 

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 



 
 

 

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容： 

高難度新規医療技術を用いた医療行為の取扱いについて必要な事項（申請手続、実施後の報告等） 

高難度新規医療技術担当部門の組織及び運営に関し必要な事項（業務内容、組織、遵守状況の確認等） 

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況 

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容： 

未承認新規医薬品等を用いた医療行為の取扱いについて必要な事項（申請手続、実施後の報告等） 

未承認新規医薬品等担当部門の組織及び運営に関し必要な事項（業務内容、組織、遵守状況の確認等） 

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有・無 ） 

⑨ 監査委員会の設置状況 有・無 

・監査委員会の開催状況：年 ２ 回 

・活動の主な内容： 

平成２８年１０月１日付けで、医療に係る安全管理に関する事項と特定臨床研究の業務執行の状況

に関する事項を監査する「国立大学法人千葉大学医学部附属病院監査委員会」を設置し、平成２８年

度の業務執行状況については、平成２９年１月２５日に中間監査、５月２９日に期末監査を実施した。

監査結果については、本学ホームページ上で公表されており、医療に係る安全管理については、適正

な医療安全管理体制である旨の評価を受けた一方、「デスカンファレンスの推進」「インフォームド

・コンセント実施体制の整備」等について意見を頂戴し、医療の質向上に向けて適宜改善策の検討を

行っている。 

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員名簿の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員の選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法： 

本学ホームページ及び本院ホームページにて、設置規程及び委員名簿（選定理由についても記載有）、

監査結果報告書を掲載している。 



 
 

 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

宮坂 信之 東京医科歯科大

学名誉教授 

○ 医療安全識見者か

つ病院管理経験者 

有・無 １ 

手島 英男 税理士法人千葉

中央会計事務所

長 

 医療を受ける者 
有・無 

２ 

中谷 晴昭 千葉大学理事  医療及び臨床研究

に関する学識経験

者 

有・無 
３ 

後藤 弘子 千葉大学大学院

社会科学研究院

教授 

 法律学専門家 
有・無 

１ 

岩間 厚志 千葉大学大学院

医学研究院教授 

 千葉大学学術研究

推進機構研究活動

適正推進部門研究

活動適正推進部会

副部会長 

有・無 

３ 

矢島 鉄也 千葉県病院事業

管理者 

 病院管理経験者 
有・無 

３ 

藤原 康弘 国立研究開発法

人国立がん研究

センター中央病

院副院長 

 臨床研究識見者 

有・無 

３ 

花輪 正明 塩野義製薬株式

会社薬事部長 

 臨床研究識見者 有・無 ３ 

齋藤 宏暢 第一三共株式会

社研究開発本部

オンコロジー臨

床開発部長 

 臨床研究識見者 

有・無 

３ 

井上 安 独立行政法人中

小企業基盤整備

機構関東本部千

葉大亥鼻イノベ

ーションプラザ

チーフインキュ

ベーションマネ

ージャー 

 臨床研究識見者 

有・無 

３ 

 

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 
  



 
 

 

⑩ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況 

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年 412 件 

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったも

のとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実及

び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年 136 件 

 

・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容 

・入院患者が死亡した場合における当該死亡の事実及び死亡前の状況に関する医療安全管理部への報
告の実施の状況の確認及び確認結果の病院長への報告に関すること。 
・入院患者の死亡以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったもの
として病院長が定める水準以上の事象が発生したときにおける当該事象の発生の事実及び発生前の
状況の医療安全管理部への報告の実施の状況に関する確認及び確認結果の病院長への報告に関する
こと。 

・上記の実施の状況が不十分な場合における適切な報告のための病院職員への研修及び指導に関する

こと。 

⑪ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況 

・他の特定機能病院等への立入り（ 有（病院名：   ）・無） 

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ 有（病院名：   ）・無） 

・技術的助言の実施状況 

※前年度は実績なし。平成 29年 10 月～11月頃に実施予定 

 

⑫ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 

・体制の確保状況 

患者相談窓口で受付けを行い、医療安全管理に関する相談内容の場合は医療安全管理部に報告を受け

ている。 

 

⑬ 医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合等の情報提供を受け付けるための窓口の状況 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有・無 ） 

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための方

策その他窓口の設置に関しする必要な定めの有無（ 有・無 ） 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有・無 ） 

⑭ 職員研修の実施状況 

・研修の実施状況 

前年度は実績なし。 

平成 29 年 6 月 5 日から複数回で開催した「平成 29年度第 1回医療事故防止セミナー」において、「医

療安全の最新情報」として医療法施行規則の一部改正に係る内容を全職員に周知した。 



 
 

 

⑮ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況 

・研修の実施状況 

前年度実績： 

管理者（平成 29 年 1 月 28 日 第 2回病院長塾 国立大学附属病院長会議常置委員会主催） 

 

今年度実績： 

医療安全管理責任者（平成 29年 6月 19 日～23日 第 12 回医療安全管理者研修 国家公務員共済組

合連合会シミュレーション・ラボセンター主催） 

医薬品安全管理責任者（平成 29 年 6 月 30 日 平成 29年度医薬品安全管理責任者等講習会 一般社

団法人日本病院薬剤師会主催） 

医療機器安全管理責任者（平成 29年 8月 19 日 平成 29 年度医療機器安全基礎講習会（第 39回 ME

技術講習会） 公益社団法人日本生体医工学会 公益財団法人医療機器センター主催） 

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること） 



(様式第 7) 

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 

 

 

1  病院の機能に関する第三者による評価 

① 病院の機能に関する第三者による評価の有無 有・無 

 ・評価を行った機関名、評価を受けた時期 

公益財団法人日本適合性認定協会  平成28年3月17日 

 

(注)医療機能に関する第三者による評価については、日本医療機能評価機構等による評価があるこ

と。 

 

 

2  果たしている役割に関する情報発信 

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 有・無 

 ・情報発信の方法、内容等の概要 

病院ホームページや広報誌、パンフレット等において、特定機能病院としての役割について   

わかりやすく案内している。 

また、各診療科の診療実績を公表するなど、患者さんや地域に向けた情報発信を積極的に 

行っている。 

 

 

3  複数の診療科が連携して対応に当たる体制 

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 有・無 

 ・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要 

 

 

 

 

 

 



 
 

(様式第 8) 

千 大 財 第    号  

平成２９年９月  日  

 

  厚生労働大臣        殿 

 

 

 

国立大学法人千葉大学長       

德 久 剛 史 (印)  

 

 

 

医療に係る安全管理のための体制整備に関する計画について 

 

 標記について、次のとおり提出します。 

 

記 

 
1. 管理職員研修（医療に係る安全管理のための研修、管理者、医療安全管理責任者、医薬

品安全管理責任者、医療機器安全管理責任者向け）を実施するための予定措置 
管理者：平成 29 年 1 月 28 日 第 2 回病院長塾 国立大学附属病院長会議常置委員会主催 
医療安全管理責任者：平成 29 年 6 月 19 日～23 日 第 12 回医療安全管理者研修 国家公

務員共済組合連合会シミュレーション・ラボセンター主催 
医薬品安全管理責任者：平成 29 年 6 月 30 日 平成 29 年度医薬品安全管理責任者等講習会 

一般社団法人日本病院薬剤師会主催 
医療機器安全管理責任者：平成 29 年 8 月 19 日 平成 29 年度医療機器安全基礎講習会（第

39 回 ME 技術講習会） 公益社団法人日本生体医工学会 公益財団法人医療機器センター

主催 
 
 
2. 医療安全管理部門の人員体制 
・所属職員：専従（3）名、専任（2）名、兼任（21）名 
 うち医師：専従（1）名、専任（0）名、兼任（12）名 
 うち薬剤師：専従（0）名、専任（2）名、兼任（1）名 
 うち看護師：専従（2）名、専任（0）名、兼任（2）名 
※その他の兼任は臨床検査技師等 
 
3. 医療安全管理部門の専従職員を配置するための予定措置 
平成 28 年 10 月 1 日より、5 割以上医療安全管理業務に従事する薬剤師 2 名を配置してい

る。平成 32 年 4 月 1 日からは専従の薬剤師 1 名を配置する予定。 
 
 


